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この章で私がご紹介するのは、地球の人類が

生まれた時から見守り、今回のアセンション

でも中心的な立場で活動してくれた４つの

星のスターピープル達です。 

正式にはアシュタール連合と光のナソール

を加えた 6 つの種族達や連合体ですが、ア

シュタール連合と光のナソールは、未だ皆さ

んに多くの事を語る事が許されていません

ので、今回は簡単なご紹介のみとさせていた

だきました。 

 

地球人は、スターピープル達の遺伝子を組み

合わせて、天の川銀河でも最高クラスの種族

をつくる事を目的として生み出されました。 

その地球人が、長い時を超えて第１次アセン

ションを行う事は、彼らの念願でありました。 

彼等は地球人が成長して、天の川銀河を代表

するようなスターピープルとして活動して

もらいたいと思っているのです。 

しかも地球という闇の深い物理世界を生き

た経験はとても貴重なものです。 

このような世界を生きて第１次アセンショ

ンを迎えるという事の大切さや難しさを、他

の星々に伝える教師となってほしいのです。 

 

地球には、様々な意識や考えを持った人達が

たくさんいます。 

ただ、第１次アセンションを迎えるには「宇

宙の愛」と呼ばれる意識状態になっていかな

くてはいけません。 

そして、自分の感情や意識を整理し、自分と

他人を愛する事が出来る精神状態やスター

ピープルや他人に依存しない精神状態にな

っていかなくてはいけません。 

 

第６章アセンションを支

えてきたスターピープル 
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アセンションを中心的に進めてきたグルー

プは、様々なアセンションの妨害を行う地球

外生命体（ダークピープル）や未来から来た

地球人の攻撃をしのぎ、地球の人々の意識を

高める努力をしながらアセンションを進め

てきました。 

そのために、自分達も傷つき多くの苦難を経

験しましたが、スターピープル達はとても強

い信念と愛の力で、その事を乗り越えてきま

した。 

最初に、アセンションの中心となって活躍し

てきた４つの種族達のリーダーのメッセー

ジとアセンションのための活動報告を行っ

ていただきました。 

 

彼らは同じ星座内にあるいくつもの恒星と

惑星に存在しているスターピープル達です。 

あるものは肉体を持たずスピリチュアル体

のみで活動している者もいますし、私達と同

じように肉体を持って活動している者もい

ます。 

各種族の連合体はこのような様々な特徴を

持ついくつもの種族達が協力し合って運営

しています。 

 

注意 

星の名前に関しては、その星が特定されない

ように、あえてアルファベット文字で記載し

てあります。 
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PART1 アンドロメダ連合の目的 

 

私はアンドロメダ座のスターピープルを統

括する者で、ハデスと言います。 

ギリシア神話で知られるゼウスの兄である

ハデスとは同じ名前ですが、全く別の存在で

す。 

私は主に、これからアセンションしていく

人々の世界のサポートを行います。 

 

私達、アンドロメダ座のスターピープルはア

ンドロメダ連合というものを組織しており、

他の星々に関わる事が出来る全てのアンド

ロメダ星系の星の者達は、アンドロメダ連合

に参加しております。 

 

私達はどのような小さな星であったとして

も、他の星系の星と関わる場合には、単独で

の行動は許しておりません。 

アンドロメダ連合に属する一つの星の種族

が、単独で別の星系の星に関わると、その星

を通して、様々な存在達がアンドロメダ星系

に入ってきて、私達の仲間の星々に悪い影響

を与える可能性があるからです。 

 

また反対に、アンドロメダ星系の進化した星

が、自分達の判断だけで他の星系の星に関わ

ると、あまりの技術や知識の違いに、その星

の人々が驚いて混乱を起こす事もあります。 

 

そのような事を防ぐ為に、アンドロメダ星系

の星はひとつになって、星々の合意のもとに、

中心的スターピープル１ 

アンドロメダ連合 
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アンドロメダ連合という形で、他の星々に関

わります。 

もちろん、私達の連合に所属している星々の

中には、文化の差や科学技術の差があります

ので、全ての星が同じ役目を担える訳ではあ

りません。 

私達はその事を理解しあって、お互いが得意

な分野を担当して活動しています。 

 

私達は１つ１つの星が単独で仕事をする事

はありませんが、アンドロメダ連合の目的や

役割、そして主要な役目を持つ星について説

明させていただきます。 

 

私達アンドロメダ連合は、過去にいくつかの

戦争を経験してきました。 

それはシリウス星系やアルクツールス星系

でも起こったように、私達の成長過程におい

ては必要な事でした。 

私達は、科学技術のみが一方的に成長し、精

神面の成長が遅れると、必ず人々の心の中に

様々な欲望や他人を支配したいという気持

ちが生まれる事が分かりました。 

そして、その気持ちは様々なレベルの争いを

うみ、やがて戦争へと発展していくのです。 

戦争というのは、私達に多くの学びと警告を

与えてくれます。 

 

私達はそれ以降、科学技術と精神の協調を目

指して努力してきました。 

それは、現在共に活躍しているスターピープ

ル達にも共通している事です。 

私達は、アンドロメダ星系の代表達が集まっ

て過去の悲惨な体験を繰り返さないように、

お互いが協力できる連合を作りあげました。 

そしてアンドロメダ星系の様々な問題を解

決してきたのです。 
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問題というのは、その多くが発展途上の星々

における種族間の抗争であったり、独裁者に

よる理不尽な統治による弊害です。 

また、今の地球のように、科学技術が進みす

ぎて心とのバランスが取れなくなって、戦争

や侵略がおこる場合もあります。 

時としてアンドロメダ星系以外の星から悪

意を持って侵入してくる存在達によって問

題が引き起こされた場合もあります。 

 

私達はアンドロメダ星系を守るために、いく

つかの方針を立てております。 

ひとつは、アンドロメダ星系内の星、もしく

はアンドロメダ星系以外の星が、悪意を持っ

て私達の星系内の星々に関わる場合、必ず連

合内で協力し合って排除いたします。 

 

次に、同じ星内の種族間の抗争などについて

は、それが武力抗争を伴い人々を傷付けるも

のであれば、私達が仲介者となり、徹底して

相手を理解するための話し合いを行います。 

それでも、武力抗争を行なおうとする種族に

関しては、星の一部に隔離します。 

 

3 番目に発展途上の星に関しては、その星の

独自性を守った上で、科学技術と精神のバラ

ンスが取れるようにアドヴァイスを行いま

す。 

 

私達のこの方針と連合内の星々の努力によ

って、多くの星々が平和的に進化を行う事が

出来ました。 

そして多くの星が、第１次アセンションを経

験し、さらにいくつかの星は、第２次アセン

ションを果たしました。 

 

私達は、アンドロメダ連合として共に成長し

ていくために、どこかの星だけが突出して進



 
 

9 

化する事も止めました。 

そして、第２次アセンションを経験した者種

族達を中心に、発展途上の星に働きかけ、「宇

宙の愛」や「宇宙意識」を教え、第１次アセ

ンションを迎える事が出来るようにサポー

トしています。 

 

 

 

PART2 アンドロメダ連合の活動の拡大 

 

私達は、長い間アンドロメダ連合を中心とし

て、同じ星系内で働いてきましたが、アンド

ロメダ星系の星の多くが、第１次アセンショ

ンを迎える事が出来ましたので、私達は自分

達の活動範囲を天の川銀河内に広げていき

ました。 

そして連合の中でいくつかのグループを作

り、各地域へ出かけていきました。 

私はその中のグループの１つの代表を務め

ております。 

私達が担当するのは、この太陽系を中心とす

る星域です。 

 

私達は、他の星系の星に対しても、同じよう

な方針に基づいて活動しています。 

しかし、アンドロメダ星系内の星と異なり、

私達がサポートする場合はいくつかのケー

スに限られています。 

 

ひとつは、他の星から侵略を受けている場合

です。 

スターピープルとは呼べない悪意を持った

存在達は、発展途上の星々を狙い、武力的も

しくは精神的なコントロールを行って、その

星を侵略し支配しようと行動しています。 

私達は、その星の独自性を守るために、それ

らの存在を排除します。 
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もちろん、その星の人々にとっても学びが必

要ですので、完全に無害のまま、悪意ある存

在達を排除する事はできませんが、その星の

全てが破壊されて侵略されないように、私達

は迅速に行動しています。 

 

そしてもう一つは、第１次アセンションを迎

えようとする星が、無事に第１次アセンショ

ンを迎える事が出来るようにサポートを行

う事です。 

星に住む人々が、ひとつの意識にまとまった

スピリット体である場合はさほど大きな問

題は起こらず、すんなりと第１次アセンショ

ンは起こります。 

 

しかし、アセンションを行う人々が、様々な

感情や意識、価値観を持った存在である場合

は、現在の地球のように多くの問題が起こり

ます。 

たとえば、私達スターピープルに対する考え

方の違いや、宇宙の愛に対する理解、その星

の未来に対するビジョンなどに違いがあれ

ば、アセンションに対する考え方に違いが生

まれる事も当然です。 

第１次アセンションを望む人や必要として

いる人も要れば、第１次アセンションを望ま

ない人、不要としている人達も出てきます。 

 

そのために、同じ星でもアセンションする部

分とディセンションする部分に別れてしま

うのです。 

他の星は地球ほど複雑ではありませんが、そ

れでもアセンションとディセンションが同

時に起こりますので、様々な問題が噴出して

きます。 

ひとつの星で大きな分離が起きますので、分

離されたくない人や家族の間に大きな不満

や怒りが出るでしょう。 
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あるいは、個人的な感情や抑圧されていた意

識が噴出して、自己崩壊を起こしてしまう人

達も出てきます。 

また、そのような不安定な時期に、星の人々

をコントロールしようとするグループやダ

ークピープル達が現れてくる事もあります。 

 

私達は、あらゆる状況を想定して、問題が起

こりそうな場合は、私達だけでなくアシュタ

ール連合やシリウス連合、プレアディス連合

とも連絡を取り合って合同チームを作りま

す。 

それはほとんどの場合、ダークピープルがア

センションに関与してきて、彼等との抗争が

予測される場合です。 

 

まさに今回の地球のアセンションがそうで

すね。 

天の川銀河だけでなく他の星系からも応援

が来ていますし、創造主そのものもサポート

に入ってきています。 

これは今までに、私達も見た事もないほど大

きな連合体が出来ているといっても過言で

はないでしょう。 

 

その理由は、今回の地球の第１次アセンショ

ンは地球だけでなく、天の川銀河内のいくつ

もの星が連動して第１次アセンションを行

う予定になっているからです。 

私達のアンドロメダ連合にとっても、今迄に

体験した事がない事態ですので、第２次アセ

ンションを経験した星だけでなく、第１次ア

センションを成し遂げた星々も協力して、大

きなプロジェクトとして今回取り組んでい

ます。 

そしてその主力部隊が、今地球の第１次アセ

ンションに取り掛かっているのです。 

 



 
 

12 

PART3 アンドロメダ連合が、地球のアセ

ンションで行っている事 

 

アンドロメダ連合が行っている事は、いくつ

かあります。 

そのひとつが、地球に関わってこようとする

ダークピープルや地球外生命体の監視と処

理ですが、これは私達が想定した以上のレベ

ルで起こっています。 

地球人が生み出された時点から、かなり高度

で悪質な地球外生命体が関わっており、その

処理を行なう事は、私達だけでは無理でした

のでアシュタールや他の星系の皆さんにも

協力していただいています。 

また創造主様も、TAKESHI さん達を、地球

に生みだし、この問題の解決に努めています。 

 

次に、地球人を観察したところ、非常に自己

中心的で、他の生命に対して支配的な考え方

を持っている人が非常に多くいるという事

が分かりました。 

通常の第１次アセンションを迎える星々で

は、このような事はありません。 

その星の多くの人々がエゴを手放し、「宇宙

の愛」の基本的な考え方を身につけるために

努力していますので、速やかに第１次アセン

ションを迎えられるのです。 

 

しかし地球の場合は、逆に自己中心的な人が

多く到底第１次アセンションを迎えるよう

な状況ではないのに、第１次アセンションが

準備されている事が不思議でした。 

TAKESHI さんや多くのスターピープル達

が、アセンションを妨害する問題をどんどん

解決していく中で、地球のアセンションが、

単なる第１次アセンションではなく、闇の地

球から光の地球を分離し、光の存在達を助け

るという意味を持ったアセンションである
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事が理解できましたので、私達の仕事の一つ

に、光の存在達を救出するという目的が加わ

りました。 

 

そして、地球のアセンションは物理世界を伴

いますので、スピリチュアルな世界だけしか

ない星では行う必要がない仕事もあります。 

そのひとつは、地球のエネルギーを高めて、

今迄の光が少ない地球と光が多い地球に分

離する事です。 

これは非常に特殊な科学技術が必要とされ

る事でしたので、プレアディス星系を中心と

したスターピープル達が合同でおこなって

います。 

私達もこの方法を学ばせて頂き非常に感謝

しております。 

 

今回の地球の第１次アセンションで最も大

変な事は、アセンションする人とそうではな

い人の世界を分離していく事です。 

特に地球は特殊な物理次元を持ちますので、

アセンションする世界もディセンションす

る世界も、光の度合いに応じていくつも段階

的に分かれています。 

 

人々の意識の状態に合わせて、その人が行く

べき世界を区分していく作業は、私達も今ま

で経験がない事でしたが、これが物理世界を

持ち、人々の意識状態が１人１人異なる星の

アセンションの方法である事を知り学ばせ

て頂いております。 

 

もっとも、アシュタールの方に聞いても、こ

れほど複雑で様々な問題があるアセンショ

ンは今迄になかったようです。 

しかも第１次アセンションと共に創造主の

再編が行われるという事も前代未聞であっ

たようです。 
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この地球の第１次アセンションが、単に１つ

の星のアセンションではなく、天の川銀河を

はるかに超えた大宇宙の創造主様達の遠大

な計画に基づいて行われている事が、私達に

も分かりました。 

 

私達は、通常ではお会いできないような高次

の創造主様や伝説的とも言われる素晴らし

いスターピープルの皆様にお会いする事が

出来て非常にうれしく思っています。 

又今まで、闇に閉じ込められていた古代グル

タニュ星人を始め、多くの高い叡智を持った

種族達が助け出された姿を見て、この宇宙の

奥深さを痛感させられております。 

私達も、進化したとはいえ、まだまだ力が足

りない事を思い知らされております。 

 

私達の主な仕事は、先ほど述べましたように、

地球をおびやかす地球外生命体達から地球

の人々を守り第１次アセンションへと導く

事です。 

そして、地球を光の度合いに応じて、いくつ

もの世界に分離し、異なる次元に他の次元の

人が入らないようにする事。 

地球の人々の意識状態に合わせて、人々が行

くべき世界を選び導いていく事などです。 

今回のアセンションに関しては、他のスター

ピープルの皆さんと共に、アシュタールの

方々や TAKESHI さんの指導により、多く

の事を学ばせて頂いております。 

 

そして、今回私達が行う最大の仕事は、地球

の方とのファースト・コンタクトです。 

第１次アセンションの最大の出来事が、この

ファースト・コンタクトですが、この仕事は

私どもアンドロメダ連合にまかされており

ますので、これを光栄に思い準備を進めてお

ります。 
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この事に関しては、後程深く明かされる事と

思います。 

 

それでは次にアンドロメダ連合の代表的な

３つの星のリーダーからのメッセージを送

らせていただきます。 

 

 

 

PART３ A 星 

 

私は A 星のヨシューダです。 

私達が住んでいるのは、A 星ではありません

が、A 星を中心とした惑星に住んでいます。 

太陽を中心とした太陽系の中に皆さんの地

球があるのと全く同じ事です。 

私達の星は、皆さんには知られていませんの

で、A 星と呼ばれてもよろしいかと思います。 

 

A 星系の星は、主にアンドロメダ連合では外

交を行っています。 

アンドロメダ連合が、他の星々に関わる時は、

まず私達がコンタクトを行い、その星の状況

を調査します。 

そして、その星にとってどのようなサポート

が必要であるかという事を判断して、その星

の人達と協議を行う事が私達の役目です。 

また「宇宙意識」や「宇宙の愛」の本質を教

えると共に、スターピープルとしてどのよう

に成長し活動していくのかという事を指導

するのも私達の役目です。 

 

私達は武力を一切使う事をせずに友好的に

他の星の人達と交流します。 

武力が行使されている星やダークピープル

が関わっている場合は、私達ではなく D 星

のガジェッド様達のグループが担当する事

になります。 
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今回、地球のアセンションに関しては、最初

から D 星の方達との合同チームで参加させ

ていただいております。 

 

そして、私達が地球で行う事は、地球の人達

の意識調査です。 

地球は自分達の星以外の種族との交流を行

っていませんから、私達も直接関わる事が出

来ません。 

しかし、地球人がどのような考えを持ち、ど

のように行動しているのかという事を私達

は細かく分析しています。 

そして、同じ地球人でもアセンションを望む

人達とそうでない人達を区分けして、自分達

が望む世界に、皆さんを送り届ける仕事も私

達の役目です。 

 

私達の、今回の最大の役目は、D 星の人達と

私達で地球人とのファースト・コンタクトを

行う事です。 

私達はどのようにしたら、地球人が恐れや不

安を捨てて、私達と会う事が出来るのか、今

でも模索しています。 

通常の星のアセンションでは、多くの人々の

意識はひとつですので、その人達が望むよう

な形、あるいは違和感がない形で私達が現れ

る事は、たいして難しい問題ではありません。 

しかし地球は、1 人 1 人が多彩な考え方を

持ち、私達に対しても、友好的な態度をとる

人、依存しようとする人、恐れる人、攻撃し

てこようとする人、様々なパターンが考えら

れます。 

 

私達は、皆さんと友好的な関係を保たなけれ

ばいけませんので、私達を恐れたり攻撃しよ

うとする人達の前には出る事が出来ません。 

また依存しようとする人達の前にも出る事

はできません。 
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私達が、皆さんの前に姿を現す事が出来る範

囲は、少なくとも、私達に友好的な感情を持

ってくださる方達のみとなります。 

 

それは、地球のアセンションの細かい区分け

で言うと、光が 5１％以上の世界の人達とい

う事になりますので、私達は、その様な人達

にターゲットを絞って、ファースト・コンタ

クトを行う事となるでしょうが、その詳細は、

直前まで明かす事はできません。 

 

私達の最大の仕事は、地球の人達がファース

ト・コンタクトと第１次アセンションを終え、

皆さんが私達との間に交流を始める事が出

来るようになってから始まります。 

私達は皆さんの経験や価値観を重んじなが

らも、皆さんに新しい哲学というか考え方を

教えていかなければなりません。 

 

皆さんが持っている科学技術はこれからど

んどん進んでいくと思います。 

この宇宙を旅していく宇宙船も作られてい

くでしょう。 

その時に、この科学技術を制御していけるだ

けの倫理観や道徳を持たなければならない

のです。 

私達はそれを「宇宙の愛」や「宇宙意識」と

いう言葉で表しています。 

 

私達は皆さんに、「宇宙の愛」と「宇宙意識」

について多くの学びを行ってもらう必要が

あると考えておりますので、そのための教育

を行っていく事になると思われます。 

そして皆さんが、立派なスターピープルとし

て、巣立つ時まで私達の指導は続きます。 
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PART４ M 星 

 

私は M 星のジョーディと言います。 

皆さんに M 星の特徴をご説明させていただ

きます。 

M星は、本来は各星々の交流の基点として、

多くの星々との間に文化的交流を行ってい

ます。 

また自然災害や他の種族からの侵略で、その

星に住めなくなった種族を救い出し、他の

星々へ移住させるような事も行っておりま

す。 

 

もっとも文化的な価値が高く少数の人しか

残っていない場合には、私達の星で独自の区

域を作り、そこに住んでもらう場合もありま

すが、その種族が独自の発展を遂げるであろ

うと考えられる場合には、環境が整った星を

ご紹介する場合もあります。 

 

私達は、高度の肉体的、精神的医療の技術を

持っていますので、自然災害や侵略戦争によ

って被害を受けた人達を招き入れ治療する

事もしております。 

また支配的な存在から、精神的なコントロー

ルをうけている場合などにも、その精神的コ

ントロールを除去するお手伝いもいたして

おります。 

相手を支配する事は、本来宇宙の法則として

は禁止されている事ですが、強欲な存在達、

私達の言葉でいえば、ダークピープル達は、

宇宙の法則を無視して力のない人々に対し

て、この許されざる行為を行っています。 

 

今回、私達は、地球の第１次アセンションに

対して、地球の人々が受けている精神的なコ

ントロールを除去するお手伝いをするため

にやってきました。 
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私達の医療チームは次のようなコントロー

ルに対して解決の方法を提示し実行してお

ります。 

ひとつは、自分自身の過去の記憶から自分の

能力や人格を否定する自分自身によるコン

トロール。 

次に、国家や宗教団体に服従させるための人

間同士でのコントロール。 

最後はダークピープルや地球外生命体によ

る、地球人を侵略するためのコントロールで

す。 

 

地球人はこの３つのコントロールが複雑に

絡み合い、皆さんの意識を巧みにコントロー

ルされています。 

そして、地球人自身は自分がコントロールさ

れている事に全く気付いていないのです。 

これは、一種の心理的な攻撃でもありますの

で、私達は、特別なプラーナエネルギーを使

用してこの心理的な束縛から皆さんが解き

放たれるように努力しています。 

また、ブラッド星人や天使達とも協力して、

第１次アセンションに向かうと予想される

方々から、順次このコントロールを外すよう

に処理を行なっています。 

 

この何重にもわたる心理的なコントロール

によって、本来第１次アセンションを迎える

べき人達の多くが、第１次アセンションを迎

える事が出来ない状況に置かれています。 

つまり第１次アセンションの基本である「宇

宙の愛」の第 1 ステージに目覚めていない

という事です。 

 

そればかりか、第１次アセンションが起こる

事すらも気づいていません。 

第１次アセンションに関する情報は、地球で

は、国家の指導者により隠蔽されていますし、
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スピリチュアル・レベルの事が全く知覚でき

ない地球人には、現在何が起きているかとい

う事さえも理解できないのです。 

 

第１次アセンションに関する情報は、その星

に住む種族にとっては、自らの未来を決める

重大な出来事ですので、通常の星であれば、

星の指導者だけでなく、星に住む多くの人々

が、第１次アセンションに対して話し合いを

行い、それを行うか否かを決めるべきです。 

 

しかし、地球では、多くの人が自分達のスピ

リットに起こっている事やスピリチュアル

次元で起きようとしている事に対して盲目

的で、物質世界の事ばかりに気をとられてい

ます。 

そのために、地球のアセンションは、その人

の意識状態に合わせて、いくつもの世界に地

球人を区分けしていく事になったのです。 

もちろん、どのような世界に行くのかという

事は、その人の魂やスピリット、そしてその

人自身の意識が決定します。 

その区分けに対して、中心的に関わるのはM

星の私達です。 

 

私達は、１人１人の地球人が、精神的なコン

トロールから解かれて、自分自身の判断でア

センションした世界に行く事が出来るよう

にサポートしてあげる事が役目です。 

 

ディセンションした世界に行く人は、自分達

のコントロールが解かれる事を、自分自身に

対して許可していない人がほとんどです。 

スピリチュアル次元で、自分に起こっている

事を知る事によって、とても大きなショック

を受ける可能性がある人に対しては、このコ

ントロールの制限をとる事はとても困難で

す。 
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彼等は、今のままの世界に継続して生きなが

ら、自分の意識が目覚める時を待つ必要があ

ります。 

その時は、今回ではないかもしれませんが、

やがて訪れるでしょう。 

 

また、スピリットはこの第１次アセンション

を理解しているが、肉体の意識は理解してい

ないという地球人もたくさんいます。 

その時は、スピリットが肉体から離れて物理

的な世界での死を迎えてから、アセンション

した世界に入って行くという事も考えられ

ますので、私達は、他のスターピープルや天

使達と協力して、このような事態にも備えな

ければなりません。 

これは、大きな自然災害を伴って起きる事が

常なので、大きな自然災害が起きた時は、私

達も仲間と共に、大きな宇宙船を準備して、

スピリットの救出に向かわなければなりま

せん。 

 

私達は、地球の第１次アセンションに関して

は、皆さんが肉体を持ったまま光の世界に入

る事を望んでいます。 

なぜなら、このような肉体を持ったままでの

第１次アセンションは、この地球でしか起き

ない可能性があるからです。 

そして、肉体を持ったまま意識進化し、私達

と同じような半物質の体、つまり物質的な肉

体も持てるし、肉体のないスピリットになっ

ても同じ継続した意識が持てるという状態

に進化していただきたいと思っています。 

 

この地球の第１次アセンションをうまく乗

り越える事が、私達にとっても大きな学びと

なるのです。 

そして地球を含む天の川銀河の大いなる進

化につながっていくのです。 
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PART５ D 星 

 

TAKESHI さん、私はガジェットです。 

皆さんの事を、ダークピープル達やアセンシ

ョンにまつわる様々な問題から警護する立

場にあります。 

しかし、地球の第１次アセンションでは、私

達やアシュタールの予測をはるかに上まわ

る出来事が起き、私達もいつも混乱させられ

てしまい、皆さん達をしっかり警護できなか

った事をどうかお許し下さい。 

 

私達D星人は、アンドロメダ連合の中でも、

特殊な仕事を担当するグループです。 

それは、星々を支配したり、人々をだまして

略奪や搾取を行う事を目的として活動して

いるダークピープル達を取り締まるために

働いています。 

私達と連携をとる星々は、天の川銀河の星々

でその様な事件があった時は、協力して解決

に当たります。 

 

もちろんこの活動の中心をなすのは、アシュ

タールや宇宙警備隊ですが、私達は、ダーク

ピープルを捕まえ排除した後に、その星の修

復をおこなったり、M星の人々と協力して、

被害を受けた星々の人の肉体的、精神的ダメ

ージを軽減していくための取り組みも行っ

ています。 

またダークピープルによらない星内の異な

る種族による内戦の調停や和解に関しても

努力を行っています。 

 

私達は、そのために戦力を持つ大型の宇宙船

を何隻も有していますが、それはあくまでも

平和的な目的のためにのみ使用されます。 

私達の戦力といっても相手にダメージを与

えるものではなく、進化のための光を相手に
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対して放ち、進化を望まない者達の動きを制

するという武器です。 

 

私達は、宇宙の平和を武力で実現しようとい

う気持ちは全く持っていません。 

平和はあくまでも話し合いやお互いの理解

によってしか実現できないと考えています。 

しかし、地球の第１次アセンションの経過の

中でご覧になられたように、ディセンション

したダークピープル達によって地球に闇の

ドラゴンが放たれた事もありましたし、地球

の防御を行うドームも再三破られました。 

 

またプレデター達によって地球のコアやア

センション推進装置が攻撃されたり、様々な

ダークピープルによる執拗な精神攻撃が繰

り返し行われています。 

ディセンションした地球の中でも、特に光が

少ない地球においては、直接ダークピープル

が地球に入り込み、彼らの宇宙船による攻撃

が行われる事も計画されているようです。 

私達は、その様な時にも、宇宙警備隊達と協

力しながら、被害にあった星々を守るために

戦わなければなりません。 

 

またそのような表だって行われる行為のほ

かにも、ダークピープルが地球人と一体化し

て、地球人に成りすまして地球の破壊活動を

行う場合もあります。 

特に核や放射能、宇宙開発に関わる人達や地

球の指導者の中には、ダークピープルにコン

トロールをうけている人達もたくさんいま

す。 

彼等は、地球人よりもはるかに高い知能と科

学技術、そして人を操る技術に長けています

ので、地球人は、彼らの思うままに動かされ

てしまいます。 
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私達は、常に彼等の動きを見張り、第１次ア

センションを迎える世界においては、核兵器

の行使、原子力発電所の事故、そして人工地

震や気象の人工的な操作、他国への侵略行為

などがないように見張っております。 

幸い TAKESHI さん達が特殊なセンサーを

もって現実世界で起きている事をいち早く

発見して、私達と共に地球の警護を行ってい

ただいておりますので、私達も非常に助かっ

ております。 

 

しかし、闇のナソール人やグラッド星人を始

め、ディセンションした凶悪なダークピープ

ル達、さらには未来の地球からプレデター型

生命体がこの地球に次々と押し寄せてきた

事に対しては、私達も大変驚いています。 

それも多くの場合が、凶悪な創造主によって

計画された事でした。 

 

私達は、今回皆さんと活動する事で、ダーク

ピープル達がどのようにして生まれ、どのよ

うな目的で行動しているのか理解できまし

たし、その多くを皆さんの力によって撃破し

ていただきましたので、私達の仲間達もほと

んど傷つく事なく問題を解決できました。 

 

もし TAKESHI さんが、創造主としてのお

力をお持ちでなければ、私達はもちろんアシ

ュタールやスターピープル達の仲間は、この

地球から生きて帰れる事はなかったかもし

れません。 

地球の第１次アセンションも成功する事は

なく、天の川銀河も再び深い闇の中に叩き込

まれていた事でしょう。 

しかも、凶悪な創造主によって闇の中に封印

されていた種族達を復活させていただいた

事は、これからの天の川銀河にとっては、果

てしない恩恵となる事でしょう。 
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さて問題は、これから起こるファースト・コ

ンタクトです。 

地球が平和な星であるならば、通常は私では

なく A 星の代表が行うべきところですが、

今回この地球は、ダークピープル達が横行す

る星ですので、A 星ではなくデーター星のリ

ーダーである私が担当いたします。 

ファースト・コンタクトは、ダークピープル

にとっては何があっても邪魔したい事なの

で、今回は大変な危険が伴いますので、私の

担当となりました。 

 

ファースト・コンタクトが持つ意味は、地球

の人々には理解できない程大きく重要な事

なのです。 

それはこの地球が、宇宙に向かって開かれ、

皆さんがスターピープルとして活動してい

く第 1 歩になるという事なのです。 

全ての星の人が同じ意識を持っている星や

スピリチュアルなレベルの星では、ファース

ト・コンタクトは決して難しい事ではありま

せん。 

全ての人が、同じように私達を迎えるからで

す。 

しかし、M星の者が言っていましたように、

地球は様々な意識を持った人達がいますの

で、私達を歓迎する者もいれば、そうでない

者もいます。 

 

私達を歓迎しない人達は、まだほかの星の人

達と交流する準備も宇宙の真理を知る準備

もできていませんので、当然アセンションす

る事はできません。 

私達を歓迎する人達、つまり他の星の人達と

交流して「宇宙の愛」に目覚めようとする人

達を彼等としっかりと分けて別々の世界に

置かなければならないのです。 



 
 

26 

このような事は他の星では起きませんでし

たから、私達もこの処理を大変苦労しながら

行いました。 

 

しかし、この過程でのダークピープル達の介

入はとても激しいものでした。 

彼等は、１人でも多くの人達をディセンショ

ンした世界に引きずり込むために、ありとあ

らゆる方法を使ってきました。 

私達は、TAKESHI さんや創造主達と共に、

彼らの罠や攻撃をかいくぐり、光を持った

人々を１人でも多く救い出すために努力を

してきました。 

しかし、私達がいくら努力をして救い出した

人達でさえも、すぐに物理世界の欲に捕らわ

れ、ダークピープル達のもとに再度引っ張り

込まれる人達も数多くいました。 

 

私達は、自分達の失望感とも戦わなければな

りませんでした。 

まさにこの事も、私達にしてみれば初めての

体験でした。 

物理世界がある世界は、私達のスピリチュア

ルな働きかけよりも、人と一体化したダーク

ピープル達が現実世界で働きかける力の方

が優先されるのです。 

そのためによっぽど強い信念を持って生き

ていなければ、皆さんは自分達の意識を進化

させる事なく、再び学びの世界に入って行く

事になります。 

 

そして現実世界に生きている人達が持って

いる感情はとても大きなエネルギーとなっ

て、私達のいく手を阻みました。 

それは、ダークピープルにコントロールされ

ただけでなく、地球の人達が本来持っている

感情でした。 
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彼等は、自分達が光の世界に行きたいとすが

ってくるのに、現実世界では、光の世界に行

くための何の努力もせずに人に頼り続けま

す。 

そして、自分を連れていかないからと言って

怒りや憎しみの感情を TAKESHI さんや恵

理さんにぶつけてくるのです。 

恵理さん達の耐える姿を見て、私達は、地球

人はなんて不条理な生命体なんだろうと何

度も思いました。 

 

自ら努力する事もなく、TAKESHI さん達に

よって発せられた警告やアセンションへの

道筋を守る事なく、自分達はアセンションし

た世界に入れるのが当然のごとく思い違い

をしている人達がたくさんいるのです。 

他のスターピープル達もその事に気づき、地

球人に対するメッセージも厳しくなり、その

様な地球人に対する同情もなくなりました。 

私達は、その様な感情を持つ人達を利用して

アセンションの進行を邪魔するダークピー

プルとその様な人達を同情する事なく分離

していく事になりました。 

 

多くの地球人には、まだまだ学びが必要のよ

うです。 

私達は、この地球の状況を見て、光ある存在

達を助け出すとともに、核兵器を操るグラッ

ド星人達とひとつになった地球人をディセ

ンションした特別な世界に閉じ込めなけれ

ばなりません。 

その世界ではおそらく核兵器を使用した戦

争が今までよりもはるかに大きな規模で起

こるでしょう。 

もし、大量の核兵器を使用された戦争が起こ

れば、それは地球だけでなく、宇宙の様々な

星々までもその影響をうけてしまいます。 

 



 
 

28 

私達は、そのような最悪の事態だけは防がな

ければなりませんので、少しでも早く地球と

地球に生きる人々の分離をおこなって、ディ

センションした地球を閉鎖しなければなり

ません。 

核戦争の危機も、また地震による原子力発電

所の崩壊も時間の問題なのです。 

それらの事がおきる前に、アセンションすべ

き人々を光の世界に移さなければならない

のです。 

 

そしてアセンションしていく世界に入るた

めには、ギュナ星人も言っていたように、初

歩的なレベルでもよいので、「宇宙の愛」を

理解してもらう事が必須条件となります。 

この事を理解せずに、アセンションを望む人

は、別の機会にというしか私達はありません。 
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PART1 シリウス連合 

 

それでは、シリウス連合の話をさせていただ

きます。 

私はシリウス連合の中で、地球のアセンショ

ンの担当をしておりますユークリッドとい

うものです。 

私は、シリウス星系の星々のメンバー達の調

整を行い、地球のアセンションが円滑に進む

ように努力しております。 

私達のシリウス連合の目的や働きは、アンド

ロメダ連合ともよく似た組織を持っており

ますので、方針や考え方も簡単にお知らせい

たします。 

 

私達シリウス連合の大きな目的は、適正な科

学技術とスピリチュアルの調和ある進化で

す。 

皆さんもご存じのように私達は過去に大き

な戦争を引き起こし、核兵器の使用によって

シリウス星系の星々に大変な被害を出して

しまいました。 

この事はシリウス星系にとって忘れる事が

出来ない屈辱であり、大切な学びとなりまし

た。 

私達はこの経験から、精神的な成長を伴わな

い科学技術は危険であると考え、科学技術の

進化よりも人の心の進化を優先してきまし

た。 

 

私達もアンドロメダ連合と同じように、発展

途上の星々に関わりますが、私達は特に、科

中心的スターピープル２ 

シリウス連合 
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学技術と人の心の調和ある発展を中心にサ

ポートを行っております。 

それは地球の歴史を見てもわかりますよう

に、科学技術は戦争や他者の支配のために用

いられ、支配的な階級の人々よって進化させ

られてきました。 

また科学技術は人々の生活や幸福をもたら

すものである以上に、それを開発した人々に

利益や特別の権力を与えるために利用され

てきました。 

 

科学技術の進歩に人々の精神性が伴わなか

ったために、地球は戦争だけでなく多くの公

害や自然破壊、そして人々に対する健康障害

などを起こしてきました。 

私達は、自然に負荷をかけない技術や公害を

生みださないクリーンなエネルギーの生産

方法などについて、地球の方々に、様々なア

イデアを提供してきましたが、利益を優先す

る者達や核を保有したいと考える者達によ

って実現する事が出来ませんでした。 

 

私達は、科学技術の中でも、その星の人達が

独自に開発してきたものか、さらに進んだ科

学技術を持つダークピープル達によって、意

図的に教えられた技術であるのかを常に調

べています。 

もしそれが、ダークピープル達によってもた

らされたものであるならば、核兵器や原子力

発電のように一歩使い方を間違えれば、その

星を壊滅的な状態へとおいこんでしまいま

す。 

 

また壊滅状態にならなくても、その星は核兵

器を持つ者達によって支配され、他の人々は

やがて奴隷のような扱いをうけるようにな

ります。 

また、原子力発電や放射能の影響によって大
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きく健康を損なわれ種族としての未来を奪

われたりします。 

現在の地球で起きている事は、他の星でも起

こった事なのです。 

 

私達は、アンドロメダ連合やプレアディス連

合、そしてアシュタールと協力しながら、

様々な方面から地球のアセンションを推し

進めてきました。 

私達が主に関わっている分野は、この科学技

術の影響によって遺伝子レベルで問題をう

けている人達のエネルギー状態を改善し、本

来の人間としての能力や資質を取り戻す事

です。 

そしてこれらの科学技術を、自分達が地球を

支配するために地球にもたらしたダークピ

ープル達から、地球人達を守る事です。 

 

私達は、アセンションを行う予定の人達に対

しては、地球人をコントロールする目的で傷

つけられた遺伝子や放射能等で傷ついた遺

伝子を修復するように努力してきました。 

また、この修復をより広い範囲で行う為に、

地球全体に対して修復効果があるプラーナ

エネルギーを流したりしました。 

そして電磁波や放射能の働きを弱くするエ

ネルギーを絶えず地球に送り続けています。 

 

遺伝子が傷ついたままでは、自分自身の本来

持っている能力や資質も十分に活性化しま

せん。 

また、目に見えない世界に対する理解も十分

にできませんし、現実世界に起きる事柄にの

み捕らわれてしまうようになりますので、体

と心そしてスピリットの統合が出来なくな

ります。 

 

特に人間のスピリチュアルな意識と感性を
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育てる為に必要な遺伝子が傷ついてしまう

と、アセンションにとって重要な意識である

「宇宙の愛」や「宇宙の意識」に到達する事

は難しく、地球の物理的な世界しか興味がな

いような人間になってしまうのです。 

その様な人はまずアセンションそのものに

も興味がなく、私達スターピープルに対して

恐れや憎しみしか持ちませんので、私達は関

わる事が出来ません。 

 

ただ問題なのは、地球人の多くが遺伝子を傷

付けられる事を望んでいたわけではないと

いう事です。 

これらの遺伝子操作の多くは、ダークピープ

ル達の影響で行われてきました。 

それは、皆さんの生活を便利にして幸福にし

た物もありますが、電磁波を発生する機械、

放射能を発生させる発電や兵器等の危険性

を十分に知らされる事なく、まるで騙される

かのようにして使用させられてきたために

起きた事なのです。 

 

そしてそれらの機器を通して、皆さんの意識

や感情がコントロールされるようになって

しまったのです。 

皆さんには、理解しがたい事だと思いますが、

スマホやパソコン、テレビなどの機器をとお

して、皆さんの体や脳波に大きな影響を及ぼ

すエネルギーが送られているのです。 

それは、皆さんがこれらの機器に依存するた

めの中毒性を持たせ、その機器がないと精神

的に不安定になるような仕組みが組み込ま

れています。 

 

皆さんはこれらの機器を自分の生活の中心

に位置づけ、これらの機器を通して現実生活

を見るようになります。 

そして、目に見えない世界、スピリットの世
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界、あるいは、私達の様な半物質のスターピ

ープル達の世界を現実ではないと思い無視

してしまうのです。 

そして、闇が多い世界にとどまるように、多

くの欲望や誤った認識を持たせているので

す。 

これらの事も、すべてダークピープルによっ

て計画された事でもあります。 

もちろん皆さん１人１人がその事に気づき、

目覚めようとすれば出来た事なのですが、私

達が様々なサポートを行っても目覚める人

は本当に僅かでした。 

 

私達は、皆さんに対して様々なサポートを行

ってきましたが、皆さんを意図的にコントロ

ールしてきたダークピープルに対しても、他

の連合の皆さんや TAKESHI さん達と共に

対処を行ってきました。 

しかし、アセンションが進むにつれ、私達が

想定していたよりも多くのダークピープル

達が地球に関わっている事が分かりました。 

 

その中でもシリウス星系を、核戦争に巻き込

んだグラッド星人や闇のナソール人、ディセ

ンションしたアルクツールスやシリウス、へ

びつかい座の連合体が大挙して関わってい

る事に大変ショックをうけました。 

 

更には、彼等を操っていた狂気の創造主が姿

を現した時は、私達もシリウス星系の悪夢が

再現されるかと大きな恐怖を感じましたが、

TAKESHI さん達のおかげで、「狂気の創造

主」は光の創造主に生まれ変わりましたので、

私達の恐怖は今までにない大きな喜びに変

わりました。 

これで、他の星系や星々が古代シリウスと同

じ悲劇にまきこまれる事が少なくなったか

らです。 
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また「狂気の創造主」が、遠い昔に闇の中に

封印していた私達のルーツとも言うべき古

代ジャラッド星人や古代シャルロッド星人

達も甦らせていただけたのは、私達にとって

は思ってもいなかった喜びです。 

彼等は、数億年を闇の中で過ごす事により、

今迄の高い叡智と能力にくわえ、強靭な精神

力を身につけていました。 

彼等は、たとえ長い間、私達の元から離れて

いたとはいえ、シリウス星系の者からすると、

力強いリーダーである事に間違いはありま

せん。 

 

私達は、彼らの力を借りて地球人に対して

様々な支配をおこなおうとするダークピー

プル達に対して、さらに力強く地球人を守護

するための活躍を行っています。 

最終的には、光の創造主達により、彼らの多

くが光に返され、力を失いましたので、私達

の役目はだいぶ果たされたと思います。 

 

 

 

PART2 J 星人のメッセージ 

 

「TAKESHI さん、そして D 星人を始め、

私達を助けてくれた多くのスターピープル

の皆さん、本当にありがとうございました。 

私達は、はるか昔、地球が生まれるよりもも

っと昔から、シリウス星系で「宇宙の愛と叡

智」に基づき、自分達を進化させてきました。 

私達は、数度のアセンションを経験し、その

後もシリウス星系の仲間達の進化を長い間

サポートしてきました。 

 

私達は、シリウス星系を完全な愛と調和の世

界にしたいと願い活動しておりましたが、



 
 

35 

「狂気の創造主」により、私達は深い闇の世

界に落とされ、永劫と思えるような時間を闇

の世界で過ごしました。 

私達はその間も自分達の信念を貫き、自分達

の愛と正義を守り続けました。 

私達は、闇の世界の中で暮らしながらも、ス

ピリットはまだ同じような闇の世界であれ

ば、自由に行き来が出来ましたので、私達が

関われる星に対して、自分達の信念を分かち

合う努力をしていました。 

 

私達は、その様な活動の中で地球という星を

見つけました。 

地球は、私達が闇の世界に落とされてから生

まれた星のようですが、非常に私達の星とも

似ており、そこに生まれ育っている人々の中

には、私達と共通するシリウスの遺伝子が含

まれておりました。 

しかもこの星は、光が 40％台の半ばしかな

く、闇の中に生み出された星ですので、私達

の星とも交流が出来る位置にありました。 

私達は、地球に大変興味を持ち、この星にス

ピリットを生まれ変わらせて、地球人として

何度も生きておりました。 

 

そして、地球が創造主の計画により、闇が多

い状態に置かれ、光あるもの達がここで多く

の学びを行う為の星である事もわかりまし

た。 

しかし、時が満ちて、地球もアセンションを

行う時期に入りました。 

それは、地球全体というよりも、地球の中の

光をもった人々を闇の世界から救い出すた

めのアセンションです。 

そして、闇が多い世界に君臨するダークピー

プル達を、闇の世界に閉じ込めてディセンシ

ョンさせ、封印するためのものでした。 
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私達は、このアセンションの状況を見ている

と、E 星人を始め D 星人などの、有数のス

ターピープル達が集まっている事に気づき

ました。 

そして私達を閉じ込めた「狂気の創造主」が

TAKESHI さん達によって光の創造主とし

て立ちなおるのを見て、私達も救い出しても

らえると思い、TAKESHI さん達に地球に転

生している私達の仲間を通してメッセージ

を送りました。 

そのメッセージに気づいた TAKESHI さん

達によって、私達は無事救い出されたのです。 

 

私達が、皆さんと同じ世界に戻った時、私達

が残した素晴らしい子孫達が、シリウスの大

戦争や核戦争を生き抜き、私達の理念と同じ

考え方で立派に成長している姿を見て、私達

はとてもうれしく思いました。 

私達は戻ってくると、地球を初めとする星々

の調査を行いました。 

そして、私達は地球のアセンションによって、

地球人として地球で生きているシリウス人

のスピリットを持っている人達を救えるの

ではないかと思ったのです。 

 

シリウス星系は、私達が闇に閉じ込められた

後からシリウス大戦争や核戦争が長引き、多

くの人達が星をうしなって彷徨いました。 

あるいは肉体を失ってこの地球に転生して

きたスピリット達も数多くいます。 

私達は、地球のアセンションによって、この

ようなシリウスのスピリットも光の世界に

導けるのではないかと思い、TAKESHI さん

やスターピープル達と共に、地球のアセンシ

ョンをお手伝いしたいと思ったのです。 

 

しかし、地球のアセンションは、かなり難航

しているという事が分かりました。 
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その理由は、地球人の多くが、物理世界しか

見えていないために、この宇宙には、ほかに

知的生命体がいる事に気づいていない事で

した。 

また地球の特性上、肉体の意識とスピリット

の意識は完全に切り離されているので、自分

のスピリットが他の星々で経験してきた事

やスピリットの使命や能力については全く

知る事が出来ない状態なのです。 

 

皆さんは地球の物理世界の事しか理解でき

ず、自分にとって必要なのは、この物理世界

で自分の欲望を満たし楽しく生きる事だと

考えるようになったのです。 

そのために地球の人達にとって必要なのは、

楽しい生活を送るためのお金や生活用品、そ

して自分を愛し大切にしてくれるパートナ

ーや家族という事になってしまいました。 

 

その様な地球の物理世界の中で、他の人々や

生命を尊重しようという人々は多くありま

せんし、さらに視野を宇宙に広げて宇宙の

星々のために活動しようと考える人はほと

んどいません。 

もしいたとしても、それは夢物語だよと言わ

れて笑われるだけの事です。 

地球人は、様々な習慣や生活環境によって自

分の身の周りの事しか見えないようにされ

ているのです。 

 

この理由に関しては、シリウス連合のユーク

リッドから詳しく説明させていただきまし

たが、簡単に言うと、スマホや電子機器の電

磁波、放射線などによって皆さんの脳神経や

遺伝子が傷つけられ、本来持っている働きを

していないという事とダークピープル達に

よって意図的に遺伝子操作や心理操作があ

ったためという事になります。 
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それは純粋な地球人であろうとシリウスの

スピリットを持つ地球人であろうと同じよ

うに起こっています。 

 

私達は、地球が第１次アセンションを迎える

為には、この問題は絶対に避けては通れない

問題であると考えています。 

この問題を解決し、正しく遺伝子を活性化し

ないと、たとえアセンションしたとしても、

今まで生きてきた物理的な地球での考え方

の癖が治りませんので、私達スターピープル

と共同で作業する事も不可能でしょう。 

また第１次アセンションの基準である「宇宙

の愛」の基本的な考え方も理解できないでし

ょう。 

 

私達は、地球の第１次アセンションが成功し、

多くの人が光の世界にはいるか、入らないか

は、人間達の遺伝子の正当な活性化にかかっ

ていると考え、私達が救い出されてから、多

くの仲間達と共にこの事に集中して活動を

行ってきました。 

しかし闇のナソール人やグラッド星人達が

行った遺伝子操作は、闇の創造主までが加わ

り、その解決には困難をきわめております。 

またたとえ、遺伝子を正当に活性化できたと

しても、人々が現在持っている自己中心的な

意識までもすぐに変わるわけではありませ

んでした。 

 

しかし、私達はこの作業を続ける事で、１人

また１人と目覚めさせる事が出来ると確信

して作業を続けています。 

地球の皆さん、もっと自分達の意識を拡張し

て物事を考えてください。 

皆さんは今まで、地球の物理世界という監獄

の中に捕らわれていたのです。 

私達が、その監獄の扉を開けて、自分が元い
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た自由な世界へ帰ってもいいよ、と言ってい

るのに、この監獄が居心地がよいから出てい

かない、と言っている事と同じです。 

 

皆さんには、地球の物理世界が、居心地が良

いようですが、このままでは皆さんの意識進

化は進まないでしょう。 

進んだとしても地球の物理世界という小さ

な枠の中での事なのです。 

その事を望む人は、それも自分が選んだ人生

ですので良いと思いますが、地球の人達に求

められているのは、もっと大きな視野で地球

を見て、地球の制限を超えて成長していく事

なのです。 
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PART1 アルクツールス連合   

 

今回アルクツールス連合についてのお話を

させていただき達と思います。 

私の名前は司令官のウジェィです。 

 

先ず私達のアルクツールス連合についてで

すが、私達の連合を構成している星はさほど

多くありません。 

私達は、星の集合体というよりもいくつもの

特徴ある種族の集合体といったほうが良い

でしょう。 

私達アルクツールス連合を構成している種

族はいくつかあります。 

たとえば魔法使い達の種族、医療に詳しい治

療家の種族、宇宙の神聖さとつながる神官の

種族、宇宙の叡智と意識の進化に携わる賢者

の種族、星々の調停や和解、交流を手伝う調

停者の種族などです。 

 

アルクツールス連合の規律は「光のための奉

仕者となり、闇の従事者になってはいけな

い。」という事です。 

私達は、他の連合と異なり、１人１人の特殊

な技能や叡智が重要視されます。 

魔法使いの種族であれ、賢者の種族であれ、

最初からその力を持っている者は誰一人と

していません。 

たとえ親がそうであったとしても子供がそ

うなれるとも限りません。 

ひとりひとりが特別な学校で学んだり、自分

が選んだ師匠のもとで長年修行して身につ

中心的スターピープル３ 

アルクツールス連合 
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けた技能によって、初めて魔法使いや賢者と

して任命されるのです。 

 

私達は、自分が学んだ技能もそうですが、自

分達の心の在り方も大きく問われます。 

私達が持っている能力は、普通の人では得る

事が出来ない程大きくて特殊なものです。 

私達の能力を使えば、人の心を捕えコントロ

ールする事もできますし、望みの物を手に入

れる事も簡単に出来ます。 

そのために、心に欲望を抱くものは、すぐに

傲慢になったり自分の利益のために能力を

悪用したりしてしまいます。 

その様なものは、自分の心に負けてしまい、

闇の力とひとつになりディセンションした

世界へ行く事になるのです。 

 

私達のすべての種族は、まず心を鍛えなけれ

ば、この優れた力を神聖な目的のために使う

事はできません。 

私達の心に曇りがあれば、この力は闇の力と

ひとつになります。 

私達は、天の川銀河の中で、アンドロメダ連

合やシリウス連合によっても解決できない

未知の問題や神秘的な問題を含む場合に、私

達の持つ力を喜んでお貸ししております。 

また、魔法や心理操作を得意とするダークピ

ープルやドラゴン達を使い星々を攻撃する

者達が現れた時には、私達は最前線に立ち、

他の騎士団やスターピープル達を守る働き

をします。 

 

また宇宙の神聖な真理や神聖さ、叡智を求め

る者達のためにも、私達の力を使います。 

たとえば、神々への祈りを行う神殿を作り神

官を養成する事もしますし、宇宙の真理を探

究する者のために宇宙の図書館を開放し教

育を行います。 
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また近代科学とは異なる方法で病を治した

り、邪悪な魔法使いによってかけられた呪い

を解き放つ事も行います。 

私達が持つ力は、真理を求め、この宇宙に光

をもたらそうとする者達のために開示され

ます。 

 

私達は、アンドロメダ連合やシリウス連合の

ように広範囲に動く事が出来ませんが、天の

川銀河にとって大きな意味を持つ事に関し

ては、これらの連合とも力を合わせ共に働い

ております。 

地球のアセンションは、私達にとっては、何

物にも代えがたい重大な事項です。 

それは地球のみならず、天の川銀河の運命を

決める大切な出来事ですので、私達の総力を

もって関わらせていただいております。 

 

しかも、この地球のアセンションを巡って、

アルクツールス星系のディセンションした

星々の魔法使いやドラゴンマスター、賢者達

が集団となって関わってきている事も確認

されました。 

彼等はもうすでに、深い闇に堕ち神聖さのか

けらもない者達です。 

自分達の利益や支配欲のために活動してい

たところを悪意のある創造主によって集団

化され、更なる力を与えられました。 

 

彼等には通常のスターピープル達は対抗で

きませんので、私達が彼等を食い止めるつも

りで、私達の中でも優秀な者達をひきいて地

球にやってきました。 

闇に堕ちた魔法使い達は、地球の人々達の精

神的な支配をもくろんで、宗教やヒーリング、

スピリチュアル、能力開発、占いなどの特殊

な能力を必要とする技能とパワーを人々に

与えました。 
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そしてこの技能とパワーを得た地球人は、通

常の人間よりもさらに大きな力と能力を発

揮して、多くの人達を従えていきました。 

 

私達は、この地球の現状を見た時に大変驚き

ました。 

もうすでにディセンションしたアルクツー

ルスの魔法使いやドラゴンマスター達が人

の意識の中にたくさん入り込んでしまって

いたからです。 

通常は、スピリチュアル・レベルの争いです

から、私達は単独で彼等と戦い、上手に対処

する事が出来ますが、人と一体となった魔法

使い達やダークピープル達は、地球の物質世

界に存在しますので、私達は、彼等に対処す

る事が出来ません。 

 

彼等は、自分が一体となっている人達を通し

て、他の人々と関わりその人々を支配してい

ったのです。 

新しく生まれた宗教やスピリチュアルのグ

ループの中では、その様にして広がっていっ

たものもあるようです。 

これは、私達にとって脅威以外の何物でもあ

りませんでした。 

私達の手の届かない世界で、ディセンション

したアルクツールスの魔法使い達が、天の川

銀河にとってかけがえのない地球を侵略し

ていたからです。 

 

しかも、地球に対しては、ディセンションし

たアルクツールスだけでなくディセンショ

ンしたへびつかい座の星々やシリウスの

星々も入ってきていましたし、闇のナソール

を始め宇宙でも最も凶悪なグラッド星人達

も入っていました。 

そして様々な方法で地球人を支配し地球を

自分達の物にしようと考えていたのです。 
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私達は、これには絶望的な怒りと恐怖を感じ

ました。 

しかも、彼等を支配し力を与える創造主まで

も存在し、私達の敵として現れてきたのです。 

本来は神聖な目的のために存在する魔法使

いやドラゴンマスター達の哀れな末路です。 

 

これは、私達だけで解決できる領域をはるか

に超えていましたが、高次の創造主と一体化

した TAKESHI さんやアシュタールを初め

とするスターピープル達と共に、彼等を何と

か抑え込み処理する事が出来ました。 

多くのディセンションした魔法使いや賢者

達、ドラゴンマスター達も無事光に帰ってい

きました。 

私達は、彼等によって被害を受けた地球人の

ために、神聖な力を使い、その心と体を癒す

事をおこなっています。 

 

もちろん地球人と一体化した魔法使い達は、

未だ人間の意識の中に残っていますが、その

力を大きく制限され、やがてディセンション

した世界へ分離されていく事でしょう。 

通常、私達はアセンションした光の世界にい

ますので、ディセンションしたアルクツール

スの魔法使い達と顔を合わせる事はないの

ですが、地球はまだ第１次アセンションの前

ですので、光の世界も闇の世界も、まだ分離

されずに混在していたのです。 

 

そのために私達は、ディセンションしたアル

クツールスの魔法使いや賢者達の姿や行い

を知る事が出来ました。 

それは、私達にとって、神聖な光を失った者

が、どれほど深い闇によって人々に恐ろしい

行為をしているのか、分からせてくれました。 

 

地球では、ディセンションした魔法使い達や



 
 

45 

ダークピープル達によって、多くの地球人の

光が奪われたままです。 

本来であれば、もっと多くの人達がアセンシ

ョンして光の世界を作るはずでしたが、彼ら

の心理操作、遺伝子操作によって多くの地球

人が脱落していったのです。 

 

私達は、今回地球のアセンションに対しては、

あまりお役に立てなかったかもしれません

が、光の世界が出来上がった後に、そこに来

てくれた素晴らしい人達の為に、神聖なる光

に基づいて教育を行う手助けをしたいと思

います。 
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PART1 プレアディス連合 

 

私はプレアディス連合の地球担当司令官の

パトリスです。 

私達のプレアディス連合も、アンドロメダ連

合と同じように、地球の人類の創世の時期か

ら、地球に深く関わってきました。 

そして現在、私達も、地球のアセンションの

ための活動を、アシュタール連合、アンドロ

メダ連合、アルクツールス連合、そしてシリ

ウス連合と協力して行っております。 

 

連合として活動を行っている場合には、個別

の星の者が連合の許可なくメッセージを発

したり、連合によって定められた活動以外の

事をする事は禁じられておりますので、

TAKESHI さんの目には、私達の活動の内容

が良くお分かりになられていなかったので

はないかと思います。 

 

また、私達の活動の詳しい内容を公開する事

も、ダークピープル達にとっては、その星を

攻撃するための格好の材料となるために、私

達のみならず全ての連合は、その活動の内容

を伏せておりました。 

しかし、2016 年の後半になりますと、フ

ァースト・コンタクトも始まり、アセンショ

ンもかなり進みますので、地球の人達との直

接的な交流も始まります。 

そのときには、どのような星の者がどのよう

な活動をしてきたという事も、地球の人々に

知ってもらわなければなりませんので、私達

中心的スターピープル４ 

プレアディス連合 
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の事も詳しくお知らせしたいと思います。 

 

先ずプレアディス連合の目的や役割ですが、

私達もアンドロメダ連合と同じように、発展

途上の星々に関わる事も良くあります。 

しかし、私達は大きな戦力を持ちませんので、

ダークピープル達が関わっている場合や武

力衝突が予想される場合にはアンドロメダ

連合やシリウス連合にその場所はお任せい

たしております。 

 

私達は、武力衝突がない星々の人達に対して、

愛をもって学びをおこなわせるという事を

行います。 

たとえば侵略や戦争の問題が解決された後

の星に入って、アンドロメダ連合の M 星の

人達と共に、心と体に深い傷を負った人達に

対して、愛をもって癒しを行います。 

また、心に喜びや希望をもたらすようなエネ

ルギーを使って、その人が立ち直るように指

導します。 

それは人型の生命だけでなくフェアリーや

ホビット、マーメイド達、そして動植物に対

しても行われます。 

 

TAKESHI さんもご存じのように、私達プレ

アディスの者達はより高次のフェアリーや

ユニコーン達とも深くつながっております

ので、その様な存在に対してもサポートを行

う事が出来るのです。 

そして、私達のケアは惑星意識やクリスタル

意識などに対しても行われます。 

アンドロメダ連合の方達は物理世界に近い

方面のサポートが得意ですが、私達はよりス

ピリチュアルなレベルに対するサポートを

得意とします。 

 

また私達は、人々や様々な存在の感情的な問
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題を解決する事が出来ます。 

私達は、相手の感情や相手の意識との同調を

得意としますので、心に苦しみを持つ人達や

自分本来の意識を妨げられている人達と同

調してその問題を解決していく事が出来ま

す。 

しかし、地球においては人々の意識の中に、

ダークピープルが入り込んでいる事が多く、

最初それを知らずに意識同調した仲間達が

大変な被害にあってしまいましたので、この

方法をとる事を中断しております。 

 

そして、私達は他の連合と同じで大変優れた

科学技術力を持っています。 

地球のアセンションのために、恵理さんに、

特別な遺伝子を加え、多くの星の人達と会話

をしたり、目に見えない世界でコミュニケー

ションをとる事を可能にしたのも私達プレ

アディス連合と光のナソール達の科学技術

によるものです。 

この事によって皆さんは、アシュタールを始

め多くのスターピープル達と自由に会話を

行い、共に行動できるようになりました。 

 

もしこの技術がなければ、皆さんとスターピ

ープルがこれだけ密接な共同行動を行う事

は実現せず、第１次アセンションは成功する

事がなかったかもしれません。 

もちろん皆様方の継続的な努力が一番必要

であったという事は言うまでもありません。 

 

私達は、様々な星の人達とのコミュニケーシ

ョンや文化の交流が可能となるように、異な

る種族の間をつなぐ存在を作り出したり、新

たなコミュニケーションの方法を生みだし

たりする事も非常に得意です。 

 

私達は、昔から地球の第１次アセンションを
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待ち望んでいました。 

私達が地球で行っている仕事についてお話

ししましょう。 

 

先ず私達は、地球の人々の感情を癒す事で、

私達が持っている「愛」のエネルギーを受け

取ってもらおうと思いました。 

私達が皆さんに送る愛は、「宇宙の愛」へと

皆さんを導くものです。 

私達はスピリチュアル・レベルだけでなく、

物理レベルでもイルカに協力してもらい、私

達の「愛」を皆さんに送ってきました。 

 

私達の愛は、皆さんの心から、様々に積み重

なった苦しみや悲しみを取り除き、喜びと希

望を与え事で、自分自身を制限していた物か

ら自分自身を解き放つ事を可能とします。 

そして自分が生きている事に感謝と喜びを

持つ事で、自分だけでなく家族や友人達に対

してもゆるぎない愛を持つ事が出来るので

す。 

 

私達は、常にその様なポジティブな立場から、

皆さんがアセンションする世界に向かえる

ようにサポートしてきました。 

そして心の準備が出来た人から、私達が意識

同調を行い、さらなる高い次元にある「宇宙

の愛」へと皆さんを導いていく予定でした。 

 

多くの星では、この方法で星の人々をアセン

ションさせていく事が出来たのですが、地球

では大変な事が起きてしまったのです。 

それは意識同調した相手の意識が、すでにダ

ークピープルである地球外生命体とひとつ

になっている人がたくさん存在していたの

です。 

 

私達は本来「純粋な愛」の存在です。 
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相手を疑う事なく、愛と喜びの気持ちをもっ

て相手の意識の中に入って行ったのですが、

相手の中で待っていたのは残忍なダークピ

ープルの意識だったのです。 

意識同調を行った者は、エネルギーと光を奪

われ、傷つけられていきました。 

 

最初はその原因が分からなかったのですが、

相手の意識の中に、ダークピープルが入り込

んでいると分かった時には、多くの仲間達が

傷付いていました。 

それは現実世界においても、私達と同じよう

に地球の人々に意識同調を行って愛を伝え

ようとしたイルカ達も多くが犠牲になって

しまいました。 

 

私達の主力部隊は一度、治療のために自分達

の星に戻り対策を検討しました。 

そして意識同調ではない方法で地球の人達

に「愛」を教える方法はないかと考えていま

した。 

幸い TAKESHI さん達が、その事に気づい

て、人と一体化していないダークピープル達

を光に返したり、彼らの活動や能力を大きく

制限してくれた事で、私達も活動しやすくな

りました。 

 

また、私達の仲間達がダークピープルによっ

て奪われた光やスピリットもすべて TAKE 

SHI さん達が取り戻してくれたおかげで、傷

ついた多くの仲間達も元の状態に戻る事が

出来ました。 

 

私達は再度地球に集まり、地球全体に対して

愛のエネルギーを送ったり、地球の人々の感

情を癒す事を行い始めました。 

これらの活動は、主にプレアディス連合の中

でも、人々の癒しを得意とする M 星、MU
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星、S 星の者達が中心となって行いました。 

 

プレアディスのもう一つの大切な働きがあ

りますが、それは私ではなく A 星のジョシ

ヤの方からお話をしたいと思います。 

 

 

 

PART2 A 星のジョシヤ 

 

私は A 星のジョシヤともうします。 

パトリス司令官のもとで E 星の者と共に次

元の分離を担当している者です。 

私達が住む A 星と E 星は非常に高い叡智と

科学技術をもっている星です。 

この宇宙でも有数の図書館を持ち賢者達の

会議も良く開かれています。 

 

私達の願いは、天の川銀河とプレアディス星

団が、調和がとれた進化を行う事です。 

そのために、スターピープル達の多くがそう

であるように、スピリチュアルな愛の部分と

科学技術を両立させながら進化させていか

なければなりません。 

 

私達は、この宇宙のダークピープル達の暴挙

や多くの星々の戦争なども見てきました。 

私達は、平和を深く望んでいます。 

そのために、多くの星々の和平をおこなった

り、異なる種族の者達が分かり合えるように、

お互いの種族の特性を持った存在を生みだ

したり、新たなコミュニケーションの方法を

生みだしてきました。 

 

しかし、その様な方法では、解決できない事

もある事を知りました。 

それは、戦争を行っている者が、和平を行う

気持ちがなく、相手を支配したい、侵略した
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いと考えている場合です。 

 

私達は、その様な時の解決法として、お互い

の星の次元を分ける方法や愛に基づかない

行為を行っている星を次元降下させる方法

を開発してきました。 

良く皆さんが、星のツアーなどでマザークリ

スタルを破壊された星や荒くれ者のマスタ

ーがいる星などが次元降下していた事を良

くご存じだと思います。 

もちろん皆さんは、その問題を解決し星の次

元を上昇する事を何度も行ってくれました

ので、この事は誰よりもご存じだと思います。 

 

実はこの方法は、創造主様と私達で考え出さ

れた方法なのです。 

星を次元降下させたり、次元上昇させる技術

を開発するために、私達は気が遠くなるほど

の時間と労力を使いましたが、この技術のお

かげで、他の星を侵略しようとするダークピ

ープル達の動きを抑える事が出来るように

なりました。 

 

それは、どこかの星を侵略したり乱暴行為を

働いた星の人々は、このシステムによって星

ごと次元降下させられる事となりました。 

そして、乱暴を働いていた者達が死に絶えた

り反省を重ねてアセンションした場合には、

再び星は次元上昇する事になっています。 

 

この技術は、侵略行為を行った星に対する処

罰のほかにも、星々のアセンションにも利用

される事になりました。 

通常は、ひとつの星がそのままアセンション

していくだけですので何の問題もないので

すが、地球のアセンションには大変困りまし

た。 
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創造主様から、このように言われたのです。 

先ず一つの地球を、光の度合いに応じて 30

くらいの別次元に分ける事、そしてそれぞれ

の次元に、物理的な地球に生きている人々を

振り分けて生きる世界を作る事、最後に、デ

ィセンションした世界は核兵器を使用する

可能性があるので完全に閉鎖する事。 

さすがに私達も目を回しました。 

今迄に開発した技術等問題にならないほど

の困難さを持っています。 

 

私達は、この宇宙の最高の叡智と言われる D

星人や E 星人、そして創造主の皆さんにも

力を借り、ようやくこのシステムを開発しま

した。 

このシステムがない事には、地球の第１次ア

センションは絶対に成り立たないのです。 

もちろん今回初めてこのシステムを稼働し

ますのでトラブルはつきものですが、D 星人

や E 星人にも協力してもらい、常に改良を

重ねながらこのシステムを運営してきまし

た。 

 

今回プレアディス連合が、最初から中心的な

立場で関わったのは、地球人と私達が以前か

ら深い関係にあるという事もそうですが、こ

の次元分離のシステムに地球のアセンショ

ンがかかっているからです。 

 

地球のアセンションの状況を見守っていま

すと、ダークピープルの代表であるグラッド

星人や狂気の創造主が暴れだして、もうだめ

かと思う事が何度もありましたが、皆さんの

力強い団結力のおかげで、何とか次元分離を

成功させるところまでやってきました。 

これから、最終段階ですのでまだ気が抜けま

せんが、最後までプレアディス連合の名誉に

かけても成功させたいと思っております。 
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○光りの世界の区分 

 

ここでは、まず光の地球といっても一つでは

なく、光に応じていくつもの地球に分かれて

いる事をお知らせしておきます。 

そして、ここでは大まかに６０％台、７０％

台と書いていますが、本当は、１％単位で世

界が異なっていますが、大まかな区分のみで

説明させていただきます。 

 

今の地球の光と闇の割合は、およそ光45％、

闇５５％、もしくはもう少し闇の割合が多い

世界のようです。 

この割合の世界では、まだ闇の力が強いので、

戦争やテロ、殺人や虐待、人種差別などが起

こりますが、光の割合が 50％を超えると、

戦争や殺人などもほとんど起こらなくなり

ますが、まだ学びが必要な人には、その学び

にふさわしい事が起こります。 

 

60％台になると、愛と調和に満ちた人々が

増えてきますので、人間としての完成を目指

すような学びが始まります。 

しかしそれは争いなどの人を傷つける事で

はなく、どれほど愛を注げるか、とかどれほ

ど人のために尽くせるかなどといった、とて

もポジティブな学びになります。 

また人々も、言葉でなくいしそつうができる

ようになりますので、嘘をついたり心の中に

隠し事ができなくなるような世界になるか

もしれません。 

そしてさらに大切な事は、地球外生命体達に

対する理解が求められるようになります。 

 

第 7 章 光りの世界の区分 
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更に光りの度合いが70％よりも強くなると、

学びが少なくなり、愛と共に生きるようにな

りますので、争いや差別などもほとんど起こ

らずに調和に満ちた世界が繰り広げられま

す。 

生きている人では70％台が最高クラスにな

るようです。 

更に光りの割合が 80％を超えると、もう物

理世界に生きている人はほとんどいなくな

り、光の地球の存在として宇宙の運営に関わ

る仕事を始める事でしょう。 

 

それでは、どのような人がどのような世界に

入れるか、創造主の極秘事項ですが、こっそ

りお教えしますので、少しでも上の世界に入

れるよう努力してください。 

またこの事は、私達の主観ですので、違うと

思う人は信じる必要はありません。 

 

 

 

 

光９０％

台の世界 

宇宙のマ

スターの

世界 

宇宙の管理者となるべく学びを

行う世界。 

争いなどはなく、自らが愛と光

りになるために学びを行う。 

ここに入る人は、地球で起きて

いる事をすべて理解し、常に真

実を求め努力してきた人。 
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地球の中にある不正を知り、そ

れを正すために戦い、地球と地

球に生きうる人々を自由で平和

な者にするために、常に努力し

てきた人々。 

この地球の闇を知りながらも、

憎しみを捨て愛によって生きて

きた人達。 

人間としてのエゴを捨て、自分

の人生を他人のために奉仕して

きた人。 

ただし肉体を持っては入れない

ようです。 

 

光８０％

台の世界 

地球に生

きるマス

ターの世

界 

地球の闇と闘い続けてきた人

達。この世界では自分のエゴや

欲望を捨て、愛の人として生き

る実践を行う。 

また地球外生命体達の事を深く

知り、彼らと共に働ける人。 

自分の感情に振り回されずに常

にニュートラルな立場にあって

真実を追い求める人 

地球と人の事を、愛をもって考

え行動してきた人達が、肉体を

失った後に行く世界。 

地球の人達が光の世界に行くた

めのサポートをスピリチュア

ル・レベル、現実レベルで行う。 

 

光７０％

台の世界 

物理的な

光の地球

での指導

者の世界 

常に正義と愛のために生きてき

た人のなかでも向上心がある

人。 

欲望に振り回されず、欲望と感

情を上手にコントロールでき

て、自分の中の光と闇を統合し

てきた人。 

地球外生命体の事を理解し上手
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に付き合う事ができる人 

この世界は、さらに上の世界に

行くための通過点として、学び

を行う人達が入る世界。 

少数民族の人達の仲でも、一般

社会を知りながらも、その社会

に毒されず、常に祈りを行って

きたシャーマンや神官、少数民

族の文化やしきたりを守ってき

た人々。 

ここに属する人は、これからの

「光の地球」をしっかりと守護

し、人々を導いていく立場にあ

る。 

いくつかの世界に分かれる光り

の地球に、それぞれが配置され、

世界を守護していく。 

 

光６０％

台の世界 

宇宙意識

に目覚め

るための

世界 

 

地球や宇宙の仕組みを学ぶため

に生きてきた人達で、さらにそ

の学びを続ける人。 

しっかりと愛や調和を目指して

いきてきたが、まだ十分にその

事が実現出来ておらず、自分の

中の光と闇もしっかりと統合で

きていない人。 

周りの人に対して愛と奉仕の気

持ちを持って生きてきたが、今

まで宇宙や地球に対しての理解

も十分でなく地球外生命体達の

事もよく知らない人達が、その

ための学びを行うための場所。 

この世界ではおおきな争いや戦

争、差別や虐待もなくなり、地

球人同士でも愛に基づいた関係

がはじまり、安らぎと光りに満

ちた世界が生まれてくる。 

少数民族でも、あまり物質社会
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を経験していない素朴な人達が

いく世界。彼等はここで更なる

学びを行う。 

この世界に入れる人は、この地

球でもまだわずかです。 

この世界に入ると、今迄の地球

とは格段と異なる世界に来たと

いう事が分かるでしょう。 

どうかこの世界に入れるように

努力してください。 

 

光６０％

～５６％

の世界  

光りが多

い学びの

世界 

 

2016 年

8 月 に

56％以上

に変更 

ここから上が光の世界です。 

今の地球よりはさらに光がある

世界で、今よりは、戦争や争い、

虐待、殺人などは減り、お互い

を思いやる事が普通にできる世

界。 

今の世界よりは、愛と調和に満

ち、人間同士の争いや自然破壊

などもなくなり環境問題も解決

していく。 

ここに行く人は、今の世界でも

良心を持って生きてきた人で、

人の役に立ちたいと考えて生き

た人。 

強い欲望や支配欲を持った人や

人と争う事が好きな人は入れな

い。 

人をだました人、人に不正を働

く人、自己中心的な人は入れな

い。 

 

光５５％

～４７％

の世界  

光と闇の

境界の世

界 

ここは光りの世界と闇の世界の

境界線にあたる世界で、中間の

世界とも呼ばれています。 

まだ行く先が決まっていない人

や普通に生きてきた人達はこの

世界に入る事が多いようです。
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この世界からどの世界に行くか

決まるようです。 

スピリチュアルな仕事をしてい

る人でも、物欲や支配欲、名誉

欲のためにしている人は、ここ

からさらに下の世界に行く事に

なります。 

 

光４０％

～４７％

の 世 界 

現在の地

球と同じ

学びの世

界 

ここからが、アセンションとは

反対にディセンションした世界

となります。 

 光４０％台の世界は、今までと

ほとんど変わりない世界で、戦

争や争い、テロ、詐欺、レイプ、

傷害などが日常的に起こってい

る世界です。 

 経済的な侵略によって、世界の

人々は貧富の差が激しくなり差

別を受けます。 

 宗教、技術、論理もすべてが争

いのために利用されます。 

この世界に行く人は、自然災害

や戦争、原発の事故なども含め、

現在の地球が体験する未来をと

もに体験する事になります。 

 光が多い世界に行くための努

力をしない人や自分や他人にた

いして不誠実な生き方をしてき

た人は、この世界にそのまま残

るようです。 

 

光３０％

台の世界 

闇が多い

学びの世

界 

今の地球よりもさらに闇が多く

なりますので、現在よりも状況

がはるかに悪くなります。 

 戦争やテロが多発し、多くの人

が争いや原発事故、自然災害に

巻き込まれ苦難の多い人生を送

る事になるでしょう。 
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そして人々はその中で多くの事

を学び目覚めていくための機会

を待つ事になると思います。 

この世界には、多くの欲望に取

り付かれ、他人を支配したり傷

つける事を好んで行ってきた人

達がいく世界になると思いま

す。 
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〇光が多い世界に行くための法則 

 

今まであなた方は、私達創造主の思いを実現

するために、この地球上でしっかりと活動し

てくださいました。 

 

現在、地球には、いくつものアセンションの

ためのゲートも開かれていますが、今までの

闇が多い地球に残るゲートもたくさん開か

れています。 

今までの地球に残る事は簡単ですが、アセン

ションのゲートに入るのは難しいのです。 

 

光が多い世界に行ける人は、スピリチュアル

な事に興味を持つ人の中では、それほど多い

訳ではありません。 

多くの方達が、スピリチュアルのセラピーを

行ったり受けたりするなかで、自分は特別な

存在になりたいとか特殊な能力を身に付け

たい、楽して稼ぎたい、などと考え、様々な

欲望に囚われる事がよくあります。 

 

また反対に、特殊な能力を持っている人や有

名なヒーラー、スピリチュアリストに対して

依存心が生まれたりしています。 

依存心を持つ人は自分自身で努力する事や

自分を見つめる事をせずに、自分が依存する

人の言葉に盲目的に従うだけとなります。 

そうすると、皆さんが本来行くべき光の世界

から遠ざかっていきます。 

 

一番、光の世界に向かわなければならない人

これから私達が歩む光の世

界について  
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達が、一番遠ざかっていくという事は本当に

残念な事ですが、それも地球人の欲望を利用

して、多くの地球人を闇の多い世界に引き止

めようとする罠なのです。 

 

これからの世界は、今まで以上に多くの分離

が行われる世界となっていく事でしょう。 

今まで自分の中で、不要なものを分離し意識

の統合を経験した人達が、それを望まない人

達と分離していく事になります。 

もちろん地球自身も、より大きな光に満ちた

地球がそうでない地球と分離していく事に

なります。 

 

それは、宇宙の法則に従って行われる事です

ので、皆さんの個人的な感情や願いが入り込

む隙間はありません。 

たとえ皆さんが、どのように望まれようとも、

宇宙の流れには、逆らう事はできないのです。 

 

光が多い世界へ入ろうとする方達には、これ

から、アセンションしていく地球をさらに導

いていくための仕事が待っています。 

新しい地球には新しい考え方が必要ですし、

今までにないエネルギーや光が降ろされて

きますので、それを現実世界で受け取り、こ

の世界を変えていく人々が必要なのです。 

 

今までの皆さんの活動は、この分離していく

地球の中で、地球の純粋な光の部分を守って

いただく仕事をしていただきました。 

次は、その光の地球を育てていくための仕事

です。 

 

あなた方が、地球に人間として生れてきた本

当の理由はこれからです。 

新しい光の地球を生きていく事で、地球のア

センションを完成させてください。 
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恐れをすてて、新しい地球に入っていくため

に、あなたの中にある、光の存在としてのパ

ワーを目覚めさせてください。 

 

そしてあなた方は決して１人で歩むのでは

ありません。 

そこには、新たな光の家族や仲間達が生まれ

てくる事でしょう。 

あなたのスピリットの本当の家族と仲間を

見つけられる事に喜びを持ってください 

 

 

 

〇光が多い世界に移り変わる事 

 

これからあなた方が歩む世界についてお話

ししましょう 

もうしばらくは、この地球は、光が多い世界

とそうでない世界の混在した状態は続きま

すが、その分離はこれからさらに進んでいき

ます。 

光が多い世界が、この地球から分離した後に

は、今までと同じ闇が多い地球が残りますが、

その世界では更なる混乱や争いなども起き

てきますので、十分に気をつけてください。 

 

しかし、光が多い世界は、そのような事がな

い世界です。 

人々の心の中からは、優しさや愛が今まで以

上に満ち溢れてきますし、穏やかなスピリッ

ト達も目覚めてきますので、同じような世界

であっても、今までよりも優しく調和に満ち

た世界になってくる事でしょう。 

 

政治も経済も、戦争や略奪、支配のない良い

方向に変わっていきます。 

光の世界の地球では、政治家や経済人にも良

心と愛が芽生えてきますので、争いやテロも
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少なくなりますし、人々や地球の環境を大切

にする政治や経済のシステムに代わってき

ます。 

 

もちろん、しばらくは今と同じような政治や

経済のシステムも残りますが、これからは、

利益のために何をしてもよいという考え方

はなくなります。 

そして、人に喜ばれる為には、自分は何を行

い、何を分かち合えばよいのかという観点か

ら、政治と経済は発展していくでしょう。 

 

人々は、労働を行う事に喜びを見出し、サー

ビスを受け取る事に対して、もっと謙虚にな

り、感謝を持ってサービスを受け取る事がで

きるようになります。 

その時のお金は、ひとつの価値基準として存

在しますが、お金がすべて、という考え方も

やがて変わっていく事でしょう。 

 

国同士の連携や助け合いも、今まで以上に活

発になりますし、隠れて非合法な事をしてい

る人達も姿を消していきます。 

 

 

 

〇スピリットと共に歩む世界 

 

現在、発展途上国と呼ばれている国や少数民

族の人達は、長い間の抑圧から解放され、自

分達の進みたい道を歩み始める事と思いま

す。 

 

それは物質的な繁栄ばかりを望むのではな

く、昔の人達がそうであったように、自然の

中に存在する精霊達と共に生きていく事に

喜びを見出すような生き方です。 

彼らは本来、物質的な繁栄を望むために、こ
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の世界に生れて来たのではありません。 

彼らは、この地球の豊かさを守るために生れ

てきたのですから、彼らは自分のスピリット

に見合ったライフスタイルへと戻っていく

でしょう。 

 

少数民族のなかには、アセンションした地球

を経由して、光の世界に帰っていく部族達も

いるかもしれません。 

彼らは、他の星や次元からこの地球に、学び

と守護のために来ていますから、彼らは故郷

に帰る事となるのです。 

 

これから皆さんが歩んでいく世界では、皆さ

んがスピリットと共に歩む事も、人々の常識

となります。 

スピリットと共に歩むという事は、自分自身

のより高次な意識と深くつながり、スピリッ

トが地球に降りてきた目的や使命を理解し、

その事に基づいて生きていく事です。 

 

現実世界での物質的な快楽や欲望に身を委

ね続けている人は、光が多い世界に行く事を

望みませんので、そのような人達は少しずつ

減っていきます。 

生きる目的を見失って失望している人や人

に依存して自分自身の努力を行わない人達

も少しずつ減っていきます。 

 

1 人 1 人が、自分はどのような生き方をす

るのが楽しいのか、という事が分かってきま

すので、人間関係においてもどんどんトラブ

ルや悩みが減っていきます。 

そしてこの社会も、騙し合う事やお互いを支

配する事がなくなるので、もっとシンプルに

なっていく事でしょう。 
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〇愛について学ぶ人々 

 

光が多い世界に住む人々は、愛について深く

学びます。 

それも、誰かを独占して支配するための愛で

はなく、お互いのエネルギーと優しさを分か

ち合うような愛、多くの人に奉仕するような

愛を、皆さんが学び始めます。 

お互いを見つめる眼差しはもっと柔らかく

崇高なものとなっていく事でしょう。 

 

愛について深く学んだ人達は、心が開かれて

いきますので、言葉によらない会話を行う事

も可能となります。 

そうすると、異なる言語を持つ人達の間でも、

言葉によらないコミュニケーションが行わ

れる様になりますので、人種や国家の壁も少

しずつ少なくなり、お互いの意識の共有化が

進みます。 

 

今までの地球では、多くの人の意識の根底に、

愛よりもさらに大きな苦しみや憎しみ、怒り、

嫉妬などの感情や人を支配したい、依存した

いという欲望がありましたので、人間の共通

の意識にそのような感情や欲望が存在して

いました。 

そのために、この地球には、これらの感情や

欲望にもとづく様々な制限やトラブルが蔓

延していました。 

 

しかし、人々の心の中に「至高なる愛の意識」

が目覚めていき、それが言葉ではないコミュ

ニケーション方法で広がっていくにつれ、

人々の心の中にある感情や欲望が癒されて

いきます。 

地球人の意識の根底には、再び、愛の感情が

豊かになっていくのです。 

すると地球上でも、いままで抑圧されていた
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愛のエネルギーが高まっていく事になるで

しょう。 

人々が、お互いを信頼して調和に満ちて生き

ていける時が、再び訪れる事になるでしょう。 

 

 

 

〇アセンションした世界の子供達 

 

そしてそのようなエネルギーの中で生まれ

育った子供達は、新しい世界に生きるための

特別な感覚を身につけていきます。 

それは「自由である」という感覚です。 

今までの地球は物理的な制限が多い地球で

した。 

もちろん、物理世界に生きているのですから、

時間と空間の制限を受ける事は当然ですが、

彼らのスピリットは、それらの制限からもや

がて解き放たれていくでしょう。 

 

新しい子供達は創造力に満ちあふれ、楽しみ

をクリエイトしていく天才です。 

生きる事を「神聖なる遊戯」に変えていきま

す。 

彼らの遺伝子構造はさらに豊かになり、より

高次の存在や他の次元の存在とも自由にコ

ミュニケーションができるようになる事で

しょう。 

 

新しい子供達は、高次のマスターから、常に

啓示とパワーを受け取る事ができます。 

今の私達には理解できない現象や考え方も、

彼らにすれば、とても身近で当たり前の事と

して行っていくでしょう。 

私達は、そのような彼らの自由な発想と生き

方を尊重してあげなければなりません。 

なぜなら、これからの世界を作るのは、私達

ではなく彼等なのですから。 
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私達は、新しい光の世界に生きる事で、自分

の意識を再編するような出来事を迎えるで

しょう。 

私達の意識は、まるでパソコンがアップデー

トするように、今までの古いシステムから新

しいシステムへと変わっていくでしょう。 

人によっては、その事に恐れを抱く人もいる

かもしれませんが、決して恐れる必要はあり

ません。 

私達のスピリットはすでに、その事を選択し

て先に進んでいるのです。 

 

 

                        

2015 年 11 月 21 日  瀬戸 武志 
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アセンションに向かう人への真摯なお願い 

 

〇アセンションを前に、道が分かれてゆく

人々 

 

地球に住む人々は、現在、様々な状況に置か

れています。 

本来の光あふれる自分に戻る努力している

人もいれば、これからも争いや支配欲、物質

欲の世界にとどまる事を決めた人もいます。 

また、様々な世界を目の前にして、行くべき

道が見つけられない人もいます。 

 

現在、地球はいくつものパラレルワールドに

分かれていますが、どのような世界も、その

世界に行く人にとっては、重要な世界です。 

自分のスピリット本来の役割を果たすため

に、光の世界に戻っていく存在達は、もうす

でにスピリチュアル・レベルでの分離は終了

しているようです。 

また、学びの世界に残る人も、自らの成長が

不十分だと理解しているために、あえてその

世界に残り、肉体をもった人生の中で自らの

務めを果たしています。 

 

しかし、最近のスピリチュアル相談室やセミ

ナー参加者の様子を見ていると、スピリチュ

アル的には、光の世界に行きたいと願ってい

ても、自分の意識や現実的な判断の中で、学

びの世界に強く引き戻されている人達が多

いようです。 

この事について、皆さんがどのようにしたら、

自分の意識とスピリットを一つにして、望む

べき世界にいけるのか、私が分かる範囲でお

光の世界へ入るための条件 
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話しします。 

おそらく私の意見には同意しない人もいら

っしゃるかもしれませんが、それはお互いの

立場が異なるという事でご了承ください。 

 

 

〇制限の多い地球を卒業するためのテスト 

 

創造主達は、皆さんが本当に光ある世界に行

きたいのか、また光の世界に行くだけの資質

が育っているのか、私達を厳しく判断しよう

としています。 

そのために、いくつものテストを私達に仕掛

けています。 

それは学びの地球を卒業するためのテスト

のようなものです。 

光の世界に行くためには、物理的世界での過

剰な欲望や愛されたいという感情、人や物に

対する依存心などを捨てていかなければい

けません。 

 

皆さんは、今までの自分で、そのまま新しい

世界に入っていけると思っているようです

が、それは全く違います。 

私達は、この欲望に満ちた物理的な地球を卒

業しなければならないのです。 

私達は、私達を束縛していた考え方や感情、

欲望から自由にならなければ、今の世界から

出ていく事はできないのです。 

 

いくら、光の世界に行きたいといっても、欲

望や感情に振り回された生活を送っていて

もそれはかないません。 

自分自身の意識と感情を整理して、成長する

ための努力をしなければ、それもただの欲望

です。 

光の世界に行くという事は、すべてが満たさ

れた世界に入って、自由で楽な生活ができる
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というわけではなく、そのような世界を作る

ために、１人１人の努力が求められる世界な

のです。 

 

その努力とは、自分自身を束縛しているもの

から自由になる事、そして自分と他人を分け

隔てなく愛する事ができるようになる事で

す。 

そのような「無償の愛」のエネルギーが、光

の世界を生み出す原動力となるのです。 

 

しかし、アセンションを願う人達の中にも、

いま大きな欲望のエネルギーが渦巻いてい

ます。 

それは、アセンションする人達が自分自身の

中にある不要な感情やエネルギーを手放す

ために起こっている事ですが、場合によって

は、それらの感情やエネルギーを操って、皆

さんを闇の多い世界に留めようとする「闇の

世界の存在達」のコントロールを受けている

場合も多いようです。 

 

私達はその事を真剣にとらえ、自分の内側で

何が起きているのか見極めていかなければ

なりません。 

私達が向かう世界は、もうすでに学びの世界

を形作っていた「闇の世界の創造主」や「闇

の世界の存在」達とは切り離されつつありま

す。 

 

しかし、現実世界では、「光の世界につなが

る通路」も「学びの世界につながる通路」「闇

の世界の通路」も、皆さんの前に同じように

開いています。 

さらにいうならば、１人１人の意識の状態に

合わせて数えきれないほどの多様な世界の

通路（ゲート）が開いているといってもよい

でしょう。 
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そのために、地球に生きる私達は、様々な世

界から影響を受け、どのような世界にも行く

事ができます。 

これはアセンションを迎えた世界の特質の

ようです。 

 

しかし、「学びの世界につながる通路」「闇の

世界の通路」の奥にいる存在達は、皆さんが

自分達の世界に来るように必死で誘いかけ

てきます。 

彼らにとって、皆さんのスピリットはとても

魅力的でどのような方法を使っても奪いた

いものなのです。 

 

私達は、創造主と共に、闇の世界の創造主達

や闇の世界の存在に対して、光の世界に向か

うべき存在達を欺いたり、強制的に闇の世界

に連れ込まないようにルールを作りました。 

 

彼らは、そのルールのために、人々を無理や

り闇の世界に連れ込む事はできなくなりま

したが、本人の同意があれば、自由に光の存

在達を捉え、学びの世界や闇の世界に連れ込

む事ができます。 

彼らは、表向きは立派な言葉や心地よいエネ

ルギー、経済的な豊かさなどを装って皆さん

に近づきますが、エネルギーの見極めができ

ない人は、表面的な言葉や欲望に心動かされ

て、彼らの誘いに乗ってしまうのです。 

 

そうすれば当然のごとく、皆さんのスピリッ

トの自由は奪われ、欲望に満ちた闇の多い世

界に行く事となります。 

しかし、それも皆さん自身の判断として、光

の創造主達も大天使達も助ける事ができず、

見守らなくてはいけないのです。 
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〇スピリチュアルな世界の危険性 

 

スピリチュアルな教えや様々なヒーリング

の中でも、特殊な力や能力を身に着ける事が

出来る、お金儲けができるとか偉くなれる等

の特質をもつスピリチュアルな教えやヒー

リングは、闇が多い世界から来ているものも

多くあります。 

 

ヒーリングやスピリチュアルな事に関わっ

ている人の中には、霊的な世界や大天使、守

護霊等が見えるようになりたい、あるいはそ

のメッセージを聞こえるようになりたいと

願う人達が沢山います。 

そのような人の気持ちの奥に、特別な能力を

持つ事によって、自分を頼りにしてくれる人

やお客様をたくさん持って経済的に豊かに

なりたい、自分は特別だと思われたい、とい

う気持ちがあるならば、その人はすでに、闇

の世界の存在達の招待を受け取り、彼らと共

に歩み始めた事になります。 

 

知らないうちに、闇の世界のエネルギーを、

ヒーリングやスピリチュアルな事に使う事

で、急にそのような能力が目覚めたり、新た

な力が生まれてきたりします。 

そして周りからちやほやされたり、先生扱い

されるようになり、多くの人から頼られるよ

うになります。 

 

最初はその事が心地よいように思え、経済的

にも豊かになる事に満足を覚えるかもしれ

ませんが、多くの人が、皆さんに依存して皆

さんのエネルギーをどんどん奪っていくよ

うになります。 

 

どうか、様々なヒーリングやセラピーに参加

する前に、自分の心の働きを感じてください。 
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もし、このセミナーやセラピーを受けると、

自分は助けてもらえるかもしれないとか、こ

のセラピーを行えば、経済的に豊かになれる、

自分が特別な存在として人に認めてもらえ

る、このセラピーを教えてくれる先生のよう

に有名になれるなどという気持ちがあれば、

どうかそのセラピーやセミナーに近づかな

いでください。 

自分の純粋な愛のエネルギーが心地よく感

じられるセラピーだけを行ってください。 

 

また物質に、自分の欲望や願いを入れ込んだ

ものを作る事も決してお勧めできません。 

それが地球の平和に向けられたものである

ならばよいのですが、自分の欲望や願いを込

めたものであるならば、自分のエネルギーフ

ィルドの回りが、物質的な欲望を願うエネル

ギーで満たされ、どんどん重たいものになっ

てしまいます。 

 

自分自身の努力を横に置いて、そのようなも

のに頼るような気持ちは、自分の中に依存心

を生み出すだけです。 

アセンションする地球に行くために、最も捨

てなければならないものの一つがこの「依存

心」です。 

自らの能力は、自らが開いていくものです。 

天使やマスターはそのサポートを行う事も

ありますが、自分の願いをそのような物に託

す必要はないと思います。 

それよりも、もっと真摯な祈りと努力を行う

ように、考え方を変えていったほうがよいの

では、と思います。 

 

 

〇カード類の問題 

 

多々あるカード類を使用している人達も考
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えなければならない事があります。 

誰が、どのようなエネルギーを用いて作った

かわからないようなカードを使用して、相手

の人生の大切な問題にアドヴァイスを送る

という事も、よく考えたほうがよいのではと

思います。 

それは、真摯にクライアントさんの事を考え

るのではなく、カードに依存した答えを相手

に与える事になります。 

 

カードを使用する事により、カードを使用す

る人もアドヴァイスを受ける人も、共にその

カードのエネルギーに影響を受けてしまい

ます。 

中には非常に大きな闇のエネルギーを持っ

ているカードもありますので、カードの裏側

にあるエネルギーを見極める事が出来なけ

れば、とても危険な事になってしまいます。 

 

私は、皆さんが、真摯にクライアントさんに

向かい合う事によって、自分と相手の心の声

を聴けるように、努力すべきだと感じていま

す。 

 

天使やマスター達は、本来は光の存在ですか

ら、その人の意識の成長や地球の平和のため

に、皆さんをサポートするために来ています。 

彼らは、恋人が欲しいとかお金が欲しいとか、

というような個人的な欲望に対しては、積極

的には関わりません。 

 

その事を積極的に行うのは、私達が「ブラッ

ク・エンジェル」や闇のマスターと呼んでい

る存在達です。 

ブラック・エンジェル達は、私達の欲望や情

欲、支配欲、物質欲などをコントロールして、

私達の気持ちを、欲望の世界へと向かわせま

す。 
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彼らは、欲望を持つ人達が、欲望を持つ事で

どのような学びを行うか、という事に興味が

あります。 

そのために、欲望を速やかにかなえてあげる

事で、その人がさらに多くの願いや欲望を持

つようにしていきます。 

そして、最後は大きな破綻が待ち構えている

事が多いのです。 

 

私達は、ライトボディヒーリングのセッショ

ンでも、皆さんの過去性の中で、このような

闇の存在達と関りあうとどのような結末を

迎えるのかお知らせしましたし、またそのよ

うな問題も解決させていただきました。 

できうる限り、目先の利益や効果をちらつか

せるような存在とは関りあわないほうがよ

いと思います。 

 

 

〇ツインソウルの幻想 

 

そして最近特に増えてきたのが、「ツインソ

ウル」や「ソウルメイト」を自分の恋愛の対

象として求めている人達です。 

これはとても危険な事なのです。 

本来ツインソウルは、自分の魂の片割れとし

て、自分の成長を助けるためにあります。 

ツインソウルは、皆さんにとっては、決して

恋愛の対象となるようなものではなく、自ら

を厳しく見つめなおし、自分の魂が完全な存

在となるための多くの試練を与えます。 

そのために、今まで隠していた感情やエネル

ギーが噴出し、恋愛どころか、お互いを憎み

あう事さえも起きてしまいます。 

 

あるいは、そのスピリットと出会う事で、皆

さんの人生に劇的な変化を起こしてしまう

事もあります。 
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しかし、ツインソウルや魂のパートナーに会

いたいと考えている人の中には、ただツイン

ソウル等と出会って、彼から愛してもらいた

い、自分を女性として満たしてもらいたい、

という欲望に動かされている人もいるよう

です。 

ツインソウルやソウルメイトは、必ずしも異

性として現れるものではなく、同性の友人や

親子、あるいは会社の上司など、自分が苦手

とする立場の人として現れる事もよくあり

ます。 

 

なぜなら、自分自身が持つ魂の不完全さや欠

点、成長させるべきところを強烈に見せてく

れるのがツインソウルです。 

その片割れとあったならば、強制的にそのよ

うな事が学びとして行われてきますので、ロ

マンスを楽しんでいる暇はないかもしれま

せん。 

またそこでロマンスが起きてきたら、そのロ

マンスを通して大きな事を学ぶような関係

性ができてくる事でしょう。 

 

皆さんのスピリットは、本当に光に向かって

いますが、その最終的な場面で、このような

女性としての一番弱いところを、闇の存在達

からアタックされているのです。 

私達が、その事を調べていくと、光の世界か

らはすでに撤退した闇の存在達のゲートが

大きく関わっている事が分かりました。 

 

現実世界で、本物ではない「ツインソウル」

に心を奪われて、愛されたいという欲望の渦

の中に流されないでください。 

自分が今いる場所をしっかりと見つめ、自分

自身が他人を愛してあげたいという「無償の

愛」に目覚めてください。 

現実の生活では、お金や家が必要だからご主
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人と一緒にいても、心は他の男性に奪われて、

その人との時間を大切にして家族を顧みな

い、という事にならないでください。 

この事が多くの女性達に起こっている事を、

私達は何よりも危惧しています。 

 

 

〇幻想を乗り越えて、光の世界へ 

 

この事を書いている途中にも、闇の世界をつ

かさどる大きな存在が現れ、創造主と共に処

理していました。 

それは、どのような存在にも姿を変え、皆さ

んを巧みにだます事ができる闇のマスター

です。 

その存在は、皆さんが一番求めている存在に

姿を変え、言葉巧みに誘います。 

ある程度、見えたり聞こえたりできるように

なった人達が、この存在のターゲットです。 

 

ある時は女神、ある時は大天使の姿をして、

皆さんを信頼させると、どんどんと光の世界

に偽装した闇の多い世界に皆さんを引き連

れていきます。 

多くの宗教やカルト、ヒーリングのグループ

にも、この存在は深く関わり、皆さんの自由

と成長を奪ってしまいます。 

 

しかし、私達は、これらの事を学び終えなけ

ればならないために、この事を経験している

のです。 

いつまでも、ヒーラーや宗教、特殊な力を持

った人などに頼り、依存心のままに生きてい

れば、やがて自立できなくなり、自らの魂も

闇の世界の中で、進むべき道を見失ってしま

います。 

 

様々なヒーリングやカード、グッズ類に頼る
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事なく、それらはあくまでも道具である事を

自覚して使用してください。 

それらの中には、精神安定剤のように、皆さ

んの素晴らしい意識を抑圧し、無意識のうち

に皆さんのエネルギーを奪い去るものもあ

ります。 

エネルギーの見極めができないものに対し

ては、近づかないほうがよいでしょう。 

 

そしてパワースポットや多くの神社などが

ある場所も、本来は自然の神聖な精霊が存在

する素晴らしい場所でした。 

しかし、多くの人が自分の欲望の拠り所とし

てしまったために、この地上に物質的な欲望

をもたらす存在や戦いや競争に勝つために

手段を択ばないという存在達が居座ってし

まいました。 

皆さんがその場所で祈る事で、それらの存在

と深くつながってしまう事もよくある事で

す。 

今までは、その事から起こる事も重要な体験

でしたが、これから皆さんが行く光の世界で

は、もうこれらの事も必要ではなくなります

ね。 

 

つまり、これからの世界は、皆さんの心が唯

一の判断基準となる世界です。 

様々な欲望にとらわれる事なく、自由に生き

ていってください。 

私達は、いつまでも皆さんのお世話をする事

はできませんが、皆さん１人１人が、光の世

界にたどり着いてくださる事を、心から祈っ

ています。 
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この章では TAKESHI が、皆さんに分かり

易くアセンションに対する心構えなどを書

いたものをいくつかご紹介しています。 

どうか自分をしっかりと振り返り、意識を目

覚めさせてください。 

私達はこれから、新たに作られた光の地球へ

と入って行かなければならないのです。 

そのためには、「宇宙の愛」に目覚める事、

人としての意識を進化させ、スターピープル

と共に活動できるようにならなければなり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 章 TAKESHI による

アセンションメッセージ 
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時は今なのです。 

 

どうか、あなたの気持ちをゆっくりとリラッ

クスさせてください。 

あなたが、自分の中にある様々な感情を解き

放って、もっと自分自身と向き合えるように

してください。 

 

今まで自分が生きてきたのは、なんのためだ

ったのだろうか 

今まで自分が苦労してきたのは、自分にとっ

てどのような意味があったのだろうか 

今まで起こってきた事は、自分がどのような

自分に成長する為だったのだろうか 

 

今起きている事は、自分が望むべき自分に変

わるために必要な事なのです 

人間は、一瞬のうちに、素晴らしい自分に変

化する事はできないかもしれませんが、あな

たの意識の波動を自分自身で少しだけ変え

る事により、最短の時間で自分を成長させる

事が出来るのです。 

しかし、その事を妨げているのも、また自分

自身の意識や感情なのです。 

 

どうか恐れずに、自分自身の変化を楽しんで

ください。 

自分が、変わる事に喜びと感謝を持ってくだ

さい。 

その事があなたにとっても大切なのです。 

 

あなたの中の光に気づいてください。 

あなたの中の優しさを感じてください。 

あなたの中のたくましさを信頼してくださ

時は今なのです 
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い。 

あなたの中の正義を実行してください。 

 

時は今なのです。 
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あなたが、自分自身を癒したいと思うなら、

あなたはすでに目的を果たしつつあります 

あなたが自分自身を大切に思い、自分の過去

から決別しようと願うならば、あなたの癒し

はすでに起こっています。 

 

あなたは、解放できない過去等有りはしない

という事を理解する時が来ました。 

すべて自分の意志と想像力で、あなたの未来

を創造できるのだという事を知る時が来た

のです。 

あなたが今立っている場所から、出来うる限

り素晴らしい未来を想像してください。 

出来るだけ、その道のりを鮮明にイメージし

てください。 

そして毎日１歩ずつ、理想の未来に近づいて

いる事を確信してください。 

 

過去にこだわるより新しい未来をつくりだ

す事の方がどれだけ楽しいかという事が分

かるはずです。 

未来は、愛と喜びで満ち溢れています。 

未来は、大きな可能性でいっぱいなのです 

 

それに引き替え、過ぎ去った過去はセピア色

の写真のようです 

そこには、あなたがとらわれる何物も存在し

ません 

 

あなたが進むべき道をもっと明らかにして

ください。 

自分がどのような道を歩み、どのような世界

あなたが進むべき道を見つ

けてください 
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に行きつくのか 

しっかりとした道しるべや行くべき世界の

ビジョンがなければ、あなたの歩みは徒労に

なってしまいます。 

 

あなたが進むべき道をしっかりと見つけて

ください。 
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〇愛の度数とアセンション 

 

私達の地球は、2019 年末をめどにほとん

どの分離が終了するようです。 

それは地球に生きる人々にとっても、自分が

望むべき世界に行くという事を意味してい

ます。 

それが、たとえアセンションする世界でなか

ったとしても、スピリットにとっては必要な

学びの世界に行く事になるので決して悪い

事ではありません。 

 

私は、このアセンションする世界に行くのか、

異なる世界に行くのか、どこで見分けるのだ

ろうと疑問に思っていたのですが、先日よう

やく教えていただきました。 

それは「アミ小さな宇宙人」で書かれたてい

たような「愛の度数」を図る機械をスターピ

ープル達は持っているようです。 

そしてその人の「愛の度数」を計測して、そ

れを宇宙のスーパーコンピュターに送り、

様々な要因と兼ね合わせて、その人が行くべ

き世界を決めるようです。 

 

そして、この「愛の度数」に応じて、アセン

ションの段階も決まるようです。 

地球は今回、第１次アセンションを迎えます

が、この第１次アセンションを迎えられる

人々の愛の基準は 700 だそうです。 

現在の地球人の平均は 600 から 650 です

から、地球人全員が第１次アセンションを迎

えるには到底足りない数字です。 

 

そのために、700 に近い数字の人達を選ん

愛の度数とアセンション 
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で第１次アセンションさせていくようです。 

この 700 という数字は、「宇宙の愛」の第 1

ステージに対応します。 

「宇宙の愛」については白鳥座のギュナ星人

が詳しく書いてありますが、「同じ地球に生

きる人を分け隔てなく愛する事が出来る人」

になる事です。 

今の地球では、光も闇も混在しているので難

しいかもしれませんが、これから自分が行く

世界の人達を愛する事が出来るようになる

事が大事です。 

 

私達が、「宇宙の愛」の第 1 ステージを理解

し、それに向けて努力するようになれば、私

達の愛の度数は、700 に向けて上昇してい

く事でしょう。 

そして 700 を超えた人が、正式に第１次ア

センションを迎える事になります。 

地球では、おそらく 700 を超える人は、全

体の１割位しかいないと思われますが、それ

でも第１次アセンションは、何とか成功する

ようです。 

 

 

 

〇愛の度数に応じてくりかえされるアセン

ション 

 

そしてスターピープル達から教えてもらっ

た事は、アセンションは一度だけでなく、愛

の度合いに応じて何度でも起こるという事

なのです。 

愛の度合いが高くなるという事は、それだけ

精神性が高まるという事なので、スターピー

プルとして進化していき、天の川銀河の重要

な役目を任される事になります。 

 

愛の度数が 800 になると、第２次アセンシ
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ョンが起こります。 

これは、「宇宙の愛」の第２ステージに対応

します。 

この第２ステージは、「宇宙の愛」の中でも、

同じ種族の人間だけでなく、宇宙の他の種族

や生命を愛する事が出来るという意識状態

になる必要があります。 

 

「アミ小さな宇宙人」のモデルとなったブラ

ッド星人も、種族としてはすでに 800 を超

えて第２次アセンションを終了しています

ので、単独で地球や様々な星に、発展途上の

人達をサポートしに行く事が出来ます。 

ただしアミ自身は、地球人のペドゥリートと

会った時は、まだ若くブラッド星人の平均的

な愛の度数には至ってはいない750程度で

した。 

しかし、それから様々な経験を積んで現在で

は、ブラッド星人の平均値である 850 まで

度数があがっているようです。 

 

本来は、この第２次アセンションを終わって

からが、本当のスターピープルとして、宇宙

の中で活躍できる立場になります。 

第１次アセンションを終えたばかりですと

自分達の種族は愛する事が出来ますが、自分

達の種族と大きく異なる姿や能力を持った

異星人に対して恐れや違和感を持ってしま

い、相手の立場になって考える事が出来ない

ので、その星の人々を十分にサポートする事

が出来ません。 

この段階の人は、第２次アセンションを終え

たスターピープル達の仕事をお手伝いする

見習いスターピープルです。 

 

また、第２次アセンションを終えて、天の川

銀河の人々に大きく貢献した他人は更に愛

の度数が高まり 900 を超えてきます。 
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900 を超えると第３次アセンションへと向

かいます。 

今回の地球のアセンションを中心的な立場

で支えているスターピープルは、第２次アセ

ンションから第３次アセンションへと向か

う人々ですので、地球の第１次アセンション

が無事終了すると、第３次アセンションを達

成する人もいるようです。 

 

今回地球の第１次アセンションは、ただ一つ

の星がアセンションしていく事とは、まった

く異なる重要な問題をたくさん含んでいま

すので、さらに高いレベルにいるスターピー

プル達も関わっています。 

天の川銀河の最高レベルにいるのは、おそら

くエリシタール星人で、第７次アセンション

を終えているようです。 

 

ここまで来ると、通常のスターピープルにと

っては伝説の神クラスのスターピープルで

すので、今回一緒に働いているスターピープ

ルは、彼等に会えただけでも幸運に思ってい

る者達もたくさんいます。 

もちろん、天の川銀河を超えた宇宙には、さ

らに高い次元にあるスターピープルもいま

す。 

 

 

〇愛の度数と年齢 

 

スターピープル達は、半物質体ですので、自

分達の意識が高まれば、高まるほど長く生き

る事が出来ます。 

私達の現在の寿命は80歳～90歳くらいで

すが、第１次アセンションを終わるとおそら

く 200 歳から 300 歳くらいまでは伸びる

のではないかと思います。 

 



 
 

89 

第２次アセンションを終えたスターピープ

ル達に聴いてみると、大体 1000 歳くらい

までは生きるようになるようです。 

おそらく、愛の度数が上がり、自分達のアセ

ンションが進んでいくと、完全なスピリット

体となり、物質的な肉体を持たなくなるので、

自分達が生きる年齢も自由になるようです。 

私達と共に、働いている最高次元のスターピ

ープルは、1 億歳をすでに超えているといっ

ていました。 

もう彼等には、時間の制約は全くないようで

す。 

 

私達も第１次アセンションが終わると、自分

達の肉体に大きな変化を迎えるようです。 

肉体やスピリットの調整を行っているスタ

ーピープルは、現在私の体やスピリットの調

整に大忙しです。 

これから、私達は様々な星のスターピープル

達と会う事になるので、今のままでは上手に

コミュニケーションをとる事が出来ないよ

うです。 

私達の意識と肉体の遺伝子を調整して、ファ

ースト・コンタクトやその後のアセンション

に備えているようです。 

 

現実的にも、この２か月ほとんど牛肉や豚肉

を食べませんし、鶏肉も少なってきました。 

食事の量も昔の半分くらいです。 

これは、スターピープルの中には、牛や豚の

ような地球で言う哺乳類を起源としている

スターピープル達もたくさんいて、彼らは私

達が動物の肉を食べる事を、決して良くは思

っていないからです。 

確かに、自分と同じ種族を日常的に食べてい

る人とは安心して話が出来ないですよね。 

 

私達が知る最高次元にいる種族は、少し形は
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異なりますが、地球で言えば魚のような種族

から、１０回もアセンションを繰り返して、

今のスターピープルになったと言っていま

した。 

決して動物に似た種族だから、魚のような種

族だからと言って、私達よりも進化していな

いという事は一切ないようです。 

このように相手の種族を尊敬して、自分の食

事の形態を変える事も、自分自身の愛の度数

を上げる事に大きく関係しているようです。 
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地球の人達は、本来は、宇宙の愛に目覚める

べき存在です。 

人間は、愛に目覚めて新しい進化を遂げる為

に生み出されました。 

 

しかし、地球を支配している地球外生命体達

（ダークピープル）は、地球の人々の進化を

恐れて、地球の人達が本当の愛に目覚めない

ような仕組みを作りいくつもの罠を仕掛け

てきました。 

その仕組みとは、人間の遺伝子の中に、自分

達の遺伝子を組み込み、人間を支配的で攻撃

的な存在にする事です。 

 

そして、人間が愛に目覚めようとすると、怒

りや不安を感じるような事を起こさせ、愛の

優しい感情から遠ざけます。 

また、愛に目覚める代わりに、お金儲けや

人々を支配する事、男女間の恋愛やパチンコ

や賭け事などに没頭させ、自分が本来あるべ

き姿から遠ざけようとします。 

 

私も、宇宙の愛をしっかりと身に着けようと

努力している時に、現実生活の事を考えると、

会社の売上が足りなくて赤字になっている

事や大切なスタッフがたくさん止めていっ

た事などに影響されて、自分の心の中が不安

になったり怒りが生まれてきて、自分の中の

大切な愛をすぐに見失ってしまいます。 

そして、その原因を調べていくと、いつも人

と一体化した地球外生命体（ダークピープル）

や私達の会社に不利益を及ぼすエネルギー

が存在している事に気付きました。 

 

人間の進化と「宇宙の愛」 
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私が、自分の役目に気付く事もなく、アセン

ションに対する取り組みを行っていなかっ

た時は、地球を支配する地球外生命体（ダー

クピープル）も私に対して大きな妨害はして

きませんので、会社は順調に動いていました。 

 

しかし、2016 年になって、次々と地球を

支配する地球外生命体（ダークピープル）の

仕組みを暴き、それをスターピープル達と共

に処理していくとともに、私に対する個人攻

撃も強くなってきました。 

今回の入院もそうですが、私が今まで以上の

愛に目覚める事を恐れて、様々な方法で妨害

を行ってきます。 

 

皆さんの中でも、本当の愛に目覚めつつある

人がたくさんいます。 

現在、愛の度数が非常に高いスターピープル

達がたくさん地球に関わってきています。 

そのために地球そのものの愛のエネルギー

が高まっています。 

そのエネルギーは、皆さんのスピリットが持

つ愛の遺伝子を活性化させ、皆さんを宇宙の

愛へと導きます。  

 

皆さんは、宇宙の愛に少しでも触れると、意

識の進化が始まり、地球外生命体達（ダーク

ピープル）によって支配されている人類や地

球の仕組みが少しずつ分かるようになりま

す。 

それは理論的に分かる人もいれば、「なんと

なく嫌だ」と感覚で分かる人もいます。 

どちらでもいいのですが、愛を見失った社会

のシステムに違和感を持つ事が大切です。 

 

そして自分が、他人や社会に対して、「誰か

が社会や自分を変えてくれる。」とか「やが

ては良くなるさ。」などと思わずに、自分の
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力でその違和感を解決するために行動する

事が大事です。 

そして、違和感を解決するためには、地球の

人々の全てが幸福になるためにはどうした

らよいか、という「宇宙の愛」の視点で、周

りを見渡す事が大切です。 

 

自分だけが良くなろうとしても、その違和感

は消えません。 

反対に違和感は強くなるばかりです。 

私達１人 1 人が、地球の為にはどうしたら

よいのか、人々の幸福のためにはどうしたら

よいのか、そのために自分はどうしたらよい

のかという事を真剣に考えていけば、人は必

ず「宇宙の愛」にたどり着きます。 

それが、皆さんを新たな人類として進化させ

るための大切な方法です。 
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何故地球を支配する地球外生命体達（ダーク

ピープル）が、皆さんが「宇宙の愛」につい

て目覚める事を妨害するのか、そして本来光

を持っている人々やスターピープルから地

球人に生まれ変わってきた人々を捕え、光

40％台の世界に閉じ込めようとしているの

か説明していきましょう。 

 

先ず人類は、本来であれば素晴らしいスター

ピープルになるための遺伝子を持っていま

す。 

この闇が多い地球の中でいくつもの障害を

乗り越え、自分の意識を高めて「宇宙の愛」

に目覚める事で、スターピープルへと進化し

ていくのです。 

しかし人類が生まれた時から、地球を支配し

ていた地球外生命体達（ダークピープル）に

よって、愛を得るための遺伝子や自らをスタ

ーピープルとして進化させるための遺伝子

は、不活性化させられてしまいました。 

それはこの遺伝子が活性化して、地球人が目

覚めてしまうと、自分達の支配から抜け出て

しまうからです。 

 

地球を支配する地球外生命体達（ダークピー

プル）は、人類が賢くならないように、また

愛に目覚めないようにする事で、人間を何千

年にもわたって支配し続けてきました。 

多くの戦争や政治の変化などもすべて、彼ら

の手の上で起こっている事です。 

 

彼等は、人々に物質世界での充足感を与え、

皆さんの失われたスピリッ

トや魂との統合について 



 
 

95 

自分達が支配されている事に気づかないよ

うに仕組んできました。 

あるいは過酷な差別や抑圧を行い、ひどい仕

打ちを与える事で、人間として尊厳を失わせ、

まるで家畜のように扱ってきました。 

 

それは、地球外生命体達（ダークピープル）

が、多くの人々を自分達の支配下に置き、地

球を自分達が望むように統治するために行

った事です。 

人々を苦しめる独裁政治や戦争を起こした

り、核兵器や原子力発電の事故によって人々

を傷付け、人々が目覚める機会を奪っていく

のです。 

 

しかし、このままでは地球は破滅してしまい

ます。 

なぜなら地球が存続する為には、人々の愛が

必要だからです。 

地球外生命体達（ダークピープル）は、地球

の人々を覚醒させないために、人々が「宇宙

の愛」に触れる事を妨害してきました。 

 

人間として生存するために必要な「お互いの

パートナーにたいする愛」や「子供に対する

愛」は持たせてきました。 

しかし地球が存続する為には、これらの愛だ

けでなく「人類全体に対する愛」や「相手に

見返りを求めない無償の愛」が必要なのです。 

 

地球外生命体達（ダークピープル）にとって

大きな光は、自分達の力を弱めてしまいます

から必要とはしていませんが、スターピープ

ルや地球人が持っている程よい光は、地球外

生命体達（ダークピープル）にとっては必要

なのです。 

 

彼等はそれを自分達の生命源としています。 
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今までの地球は、地球外生命体達（ダークピ

ープル）によって支配される地球のみでした

ので、地球外生命体達は、地球に生れてきた

光ある人間や地球の進化のために地球に生

れてきたスターピープル達を捕え、彼らの光

を奪い独り占めする事ができました。 

 

しかし、地球のアセンションが始まり、光を

もった人達が一斉に、上の次元へと移動し始

めると状況は大きく変わってきました。 

 

地球外生命体達（ダークピープル）は光をも

った人間達が、自分達と異なる世界に移され

ていく事に、大きな危機感と怒りを覚え、多

くの光を持つ人間達を、自分達の世界の中に

捕え閉じ込めてきました。 

 

光を持った人達が、これ以上覚醒してアセン

ションしていかないように、様々なお金儲け

の方法や特定の宗教、ヒーリングやスピリチ

ュアルの方法を教え、地球外生命体達のエネ

ルギーと今まで以上に深くつながらせよう

としてきたのです。 

 

そして、お金や名誉欲、支配欲などに目がく

らんだ人達と地球外生命体達（ダークピープ

ル）一体となり、多くの光ある人々を虜にし

ていくのです。 

ヒーリングやスピリチュルも表面的には非

常に素晴らしい物であったとして、それを行

う人の意識状態によっては、地球外生命体達

（ダークピープル）のエネルギーが、そこか

ら流れだし、多くの人々の光を奪ってしまう

事も有るので注意が必要です。 

 

今アセンションにともなって、この地球では、

人間のスピリットや魂を巡って地球外生命

体達とスターピープル達の攻防が連日繰り
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広げられているのです。 

私達は、彼等が、政治や経済、宗教、社会的

な活動の全てを通して、人々の光やスピリッ

トの一部、そして地球に来たスターピープル

達を捉えているシステムを次々と打ち破り、

彼等によって閉じ込められていた魂やスピ

リットを開放しています。 

そして彼等によって捕まり利用されている

スターピープル達を助け出してきました。 

 

残念ながら地球外生命体達によって、意識の

覚醒の道を閉ざされ、物質的な世界の事にし

かフォーカスできない人達は、たとえスピリ

ットや魂の一部が解放され戻ってきたとし

ても、統合はできないようです。 

しかし、少しでも意識進化の道を歩もうとす

る人ならば、自分から切り離された魂やスピ

リットの一部、自分自身の光が戻ってきた時

に、それを取り戻し再び統合する事ができる

でしょう。 

 

この統合は、今迄の地球と同じ光 40％台の

地球に生きる人には起きませんが、光 50％

以上の世界に進化していく人、光 56％以上

のアセンションの世界に入って行く人には

必ず起こるでしょう。 

皆さんが失われたスピリットや魂と統合す

る為には、今まで以上に冷静になり荒々しい

感情に振り回されない事が必要です。 

 

そして少しでも「宇宙の愛」を受け入れ、そ

のエネルギーに触れる事が大切です。 

2019 年の現在、もうすでに人々はどの世

界に行くのか決まっているようですので、光

の世界に行きたい人はこの統合を受け入れ、

少しでも完全なスピリットと魂に目覚めて

くださる事を期待しています。 
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地球の人々が新たな世界に向け大きく進化

する時も近づいてきました。 

私達は、今迄の古い地球人の体質を脱ぎ捨て、

スターピープルと共に活動できるように自

主独立の意識を持って成長していかなけれ

ばなりません。 

 

そのために最も大切な事は「依存心」を捨て

る事です。 

地球人は、もともと力を持った人や自分に親

切にしてくれる人に対して依存心を持ちや

すい性格ですが、依存心を持つと自分の主体

性が失われ、相手に支配されやすくなります。 

もし現在、あなたが、自分が先生と思ってい

る人や仲の良い友達、あるいは家族のいう事

を無条件に受け入れているならば要注意で

す。 

 

あなたは誰かのいう事を素直に受け入れ続

ける事で、その人に服従してしまいます。 

もちろん、自分の欠点を直すために、誰かの

意見に素直に従う事は必要ですが、相手の意

見や忠告を、自分で熟考する事なく受け入れ

る事は危険です。 

相手が、パートナーや両親である場合は、そ

の影響力は更に大きくなります。 

 

依存心を持つと、自分自身で自分の人生を創

造する力を手放す事になり、自分のエネルギ

ーや光を他者に奪われてしまいます。 

そして自分の判断力を失い、いつの間にか、

相手の思うままに操られ、人類の進化とはと

ても遠い場所に行ってしまいます。 

 

依存心を持つ事の恐ろしさ 
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特にスピリチュアルな事に関心を持つ人が

依存心を持つと自分の生活だけでなく精神

的な事にまで相手に依存し、自分の意思を失

ってしまいます。 

スターピープルや多くのマスター達も、依存

心を持つ人を助ける事はできません。 

 

依存心を持つ人には、スターピープル達が差

し出している救いの手が見えないからです。 

スターピープルや私達は、皆さんの意識の進

化のために「宇宙の愛や光」に自分の力で目

覚める事を求めます。 

自らの努力で自らを変えていかなければ、自

分達の進化はあり得ないからです。 

 

しかし依存心を持つ人は、自分で努力する事

を放棄して、誰かが助けてくれる、誰かが何

とかしてくれると他人任せの気持ちでいま

すが、本当のところ、誰も助けてくれません。 

スターピープル達が助けられるのは、自分自

身で努力して、彼らの手をつかんだ人達だけ

なのです。 

その結果、依存心を持つ人は、救済される事

を夢見つつも何も変わらない日常が繰り返

されてイライラしてくるのです。 

 

依存心を持つ人は、自分が助けられていない、

とわかると、今度は怒りや憎しみを持ちはじ

めます。 

すると「私達を助けて。」「私達をこの世界か

ら救い出してください。」という感情から、

「私は、こんなに待ち望んでいるのに、どう

して助けてくれないの。」「あなた方の正義や

愛は偽物だ。」といって逆切れを始め、すご

いエネルギーを私達やスターピープル達に

飛ばしてきます。 

 

実を言うと、私達は、このような依存心や怒



 
 

100 

りの感情を毎日のように受け取って苦しめ

られています。 

その様な感情を持つ人達は、光に向かう人々

に大きな悪影響を与えてしまうので、光の世

界から分離されていく事になります。 

 

あるいは、依存心が強い人には、その求めに

応じて光のマスターや天使などの姿に化け

た地球外生命体（ダークピープル）やダーク

エンジェルが近づく事が良くあります。 

現実的にも非常に面倒見がよく頼りがいが

ある人の姿をとって現れてくる事でしょう。 

 

依存心がある人は、自分を認めてくれる言葉

や褒めたたえてくれる言葉に非常に弱いの

で、すぐにその人達の言う事を信じてしまい

ます。 

そして「この人こそが、私が待ち望んだ人だ、

私を助けてくれる人だ。」とその人に夢中に

なり、正常な判断力を失っていきます。 

 

これはよく新興宗教やヒーリングの世界で

も起きる事です。 

あなたを助ける事ができるのは、あなたしか

いませんが、その事を忘れ、あなたにやさし

くしてくれる人に心とエネルギーを奪われ

てしまうのです。 

もちろん、これは皆さんのスピリットが選択

した道なので、スターピープル達を始め、全

ての者達は、その選択に介入する事はできま

せん。 

 

しかしこのような人達は、地球のアセンショ

ンからもっとも遠いところにいる事だけは

確かです。 

私達は、自分の意思と努力によって精神的な

進化を遂げなくてはなりません。 

そのために、私は多くのスターピープルの言
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葉を紹介したり、アセンション・ブックを通

して、今地球と宇宙に何が起きているのかを

お知らせしてきました。 

 

私達は、間もなく大きな変化の時を迎えます。 

どのような変化が起こるかはもうすでに決

定されていますが、私達にはまだ知らされて

いません。 

ただできる事は、少しでも「宇宙の愛」にふ

れ、自らの意識で地球人としての制限を解き

放つ事です。 

この依存心を捨てるという事は、そのために

最も必要な事となるでしょう。 
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私達はアセンションが進むにつれ、様々なス

ターピープルと共に活動するようになって

いきましたが、2017 年の８月２０日ごろ

からもう一つの地球人であるシャンバラの

人達とも交流し、同じ仲間として働くように

なりました。 

この事はアセンション・ブックの「ファース

ト・コンタクト３ 明らかにされていく地球

の真実」にも書かれていますが、少し彼等の

事についてお話ししましょう。 

 

彼等は、地表に住む私達が、地球の原始種族

である猿にスターピープルの遺伝子を加え

て、人間として進化させられた最初の時から、

人類を見守っていました。 

彼等は、地球以外の星から地球にやってきて、

地球の地下に住むために素晴らしい地下王

国を作りました。 

そして様々なスターピープルと自らを融合

させながら地球の管理者として地球を見守

ってきたのです。 

 

彼等の役割は、地球と地球に生きる人々や生

命を守る事です。 

地球の表面で生きている人間達は、多くの地

球外生命体達（ダークピープル）の影響をう

け、自己中心的で好戦的な種族になってしま

い、戦争や騙し合いを繰り返して進化してき

ました。 

そして、人類が争いを起こし、無益な血が流

されるたびに、地球は傷つき苦しんできまし

た。 

宇宙の愛に満ち溢れたシャ

ンバラの人達 
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シャンバラの人々は、地下の世界で常に地球

と気持ちをひとつにして、地球を癒し、地球

が存続できるように祈りを捧げてきたので

す。 

彼等は「宇宙の愛」に深くつながっています

ので、その愛を地球に捧げ地球を守ってきた

のです。 

しかし地球人が核爆弾や原子力発電を発明

すると事態は大きく変化しました。 

核兵器が使用されたり原発が事故を起こし

て放射能が漏れると、さすがのシャンバラの

人達にも大きな影響が出始めました。 

 

シャンバラの人は自然放射能や有害な物質

から自分達を守るためにあえて地球の地下

という場所を選んで住んでいたのですが、核

兵器の使用や原発の放射能漏れによって、地

球の地下世界にも放射能が流れ込んでくる

という事が起こってきたようです。 

そのためにシャンバラの人達も、その様な核

兵器を使用する人達と平和を求める人達を

完全に分離する必要がある事を感じたよう

です。 

 

地球のアセンションは、地球と愛に満ちた

人々を守るためには絶対に行わなくてはい

けない事です。 

シャンバラの人達は、地球がアセンションを

行い、光の世界が生まれた時には、地球の地

表に住む人々とひとつになって、新たな地球

のシステムを作るお手伝いをしてくれる事

になっています。 

 

シャンバラの人達は、主に人々や子供の教育

に力を入れたいようです。 

その目的は、地球人が「宇宙の愛」に目覚め

る事です。 
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「宇宙の愛」は、私達人間のみならずスター

ピープルや創造主、そして宇宙の全てを生み

だした創造の源です。 

私達が「宇宙の愛」とひとつである時、私達

は深い安らぎと幸福に満たされます。 

そこからは、決して争いもエゴイズムも支配

も生まれません。 

ただ、愛に満ちて進化していく世界が広がる

のです。 

 

私達は、現在良く彼等の世界に行き、私の体

を癒してもらったり「宇宙の愛」について教

えてもらっています。 

彼等の教えはシンプルで大きな愛に満ち溢

れています。 

もうすぐ、彼ら共に一緒に働けるのかと思う

と楽しみです。 

しかし、彼等は依存されたり「自分を助けて

ください。」という人の事はあまり好きでは

ありません。 

自分の力で成長しアセンションを迎える人

達と共に生きていく事を望んでいるのです。 
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この「宇宙からの贈り物」が発行された２０

１６年からアセンションの状況は大きく変

わりました。 

現在２０１９年の７月、地球のスピリチュア

ル次元はすでにアセンションを迎えていま

すが、地球の物理次元では、度重なる「闇に

落ちた創造主」やダークピープル達の攻撃に

よって、多くの人々が光の多い世界に移行す

る事が出来ずにいます。 

また地球の物理世界の分離も十分に行われ

ていません。 

 

私達の宇宙も、「愛で統一された宇宙」など

の創造主やスターピープルに手伝ってもら

い、「闇に落ちた創造主」達による様々な妨

害に対処しながら、２０１９年末のアセンシ

ョンに向けて活動しています。 

 

この章では２０１７年以降に発表した最新

のアセンションに関わるメッセージから、い

くつかご紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９章 最新のアセンシ

ョンメッセージ 
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地球の人達がアセンションした世界に行く

ために 

２０１７年１２月 

 

地球を見守るスターピープルと私達は共に、

光を持った地球人を守る為に働いています。 

それも、地球のアセンションという大切な計

画を実現するために。 

地球のアセンションは、多くの人が考えてい

るように、地球の全ての人達がアセンション

するのではありません。 

それも、何もする事なくエレベーターに乗る

ように上がっていくと考えている人は大変

な勘違いをしています。 

 

地球の人達は、これから自分の価値観やスピ

リットの状態にあわせて様々な世界に移り

住む事になります。 

私達は、その事を分離と呼んでいます。 

人々は自分と同じ考えや生き方をしている

人達と同じ世界を創造し、そこで生きていく

事になります。 

それが、地球人にとって新しい学びの世界に

なりますので、自分に必要な学びを行うため

に、自分に一番合った世界に行く事になりま

す。 

 

今はまだ、物理世界では完全な分離が行なわ

れていないので、様々な波長の人達が同じ世

界で暮らしていますが、スピリットの世界で

は分離は終了しています。 

やがて、地球の物理世界でも人々の住む世界

地球の人達がアセンションし

た世界に行くために 
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が分かれてくる事になります。 

もし、自分が愛に溢れた人達、誠実で地球や

地球に生きる生命達を大切にするような人

達、精神的に進化して宇宙のために働く事が

出来る人達と同じ世界に行きたいと思うの

なら、まず自分がそうあらなければなりませ

ん。 

自分が努力して意識進化をする事なく、その

ような人達にくっついていれば、そのような

世界に行けると考えるのは間違いです。 

 

依存心が強い人達は、自分自身にたいする責

任を放棄していますので、光が多い世界に行

く事はありません。 

本当に目覚めた人ならば、他人が依存してき

た時に、その人の成長にならないとわかった

時点で、その人の依存を断ち切るように指導

します。 

 

しかし、人々を支配して富を得たり、自己満

足を得たい人は、あえて多くの人々を自分に

依存させようとします。 

そのために、自分のカリスマ性を吹聴して

「自分について来れば大丈夫！」という幻想

を人々に見せます。 

依存症の人は、その幻想に引きつけられて、

その人に依存してしまうのですが、依存させ

てもらう代わりに、お金やエネルギー、そし

て自分の大切な未来をその人に譲り渡して

いかなければならないのです。 

 

また、他人からエネルギーや光を奪う事が大

好きな人々やダークピープル達は、お人好し

で愛情深い人々が自分と異なる世界に行く

事を邪魔しようとします。 

もし、そのようなお人好しが１人もいなくな

り、他人から光を奪う事ばかりを求めている

人達だけの世界になってしまったら、光を奪
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う相手が誰もいなくなってしまうからです。 

光を奪う事が大好きな人々の多くが、ダーク

ピープルと一体化しています。 

彼らは自ら光を生み出す事もなく、他人に愛

や感謝を与える事もしません。 

勿論、本人は自分自身が、ダークピープルに

影響されているなどとは思いませんし、ダー

クピープルの存在すら知りません。 

 

スピリチュアルな活動やヒーリングを行っ

ている人も例外ではありません。 

スピリチュアルな事をやって立派な事を言

っているから素晴らしい人だろうと思うと、

大変な目に合う事があります。 

スピリチュアルな事やヒーリングを行って

いる人の中には、経済的な利益や名誉欲のた

めに、これらの活動を行っている人もたくさ

んいます。 

そのような人に関わると、彼らは特殊な力を

持っているために、皆さんの心もすぐに支配

されて、お金やエネルギーを貢がされてしま

います。 

 

自分自身がヒーラーやスピリチュアルの活

動をしたいと思っている人も要注意です。 

最初は人々を癒したい、地球や宇宙のために

役に立ちたいと考えて行動しているのです

が、いつしか、他の仕事をするよりもヒーリ

ングの仕事をした方が儲かるしみんなから

ちやほやされるからと考え始め、ヒーリング

の目的がお金儲けや他人からの賞賛を浴び

る事になってしまいます。 

利益を得るために、不必要なセッションを行

ったり、自分のところにとどまるように画策

を始めると、これはヒーリングの本来の目的

から外れてきます。 

 

新しいヒーリングのやり方を習う時も、この
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ヒーリングを行って、今まで以上にお金をか

せぎたい、みんなからすごいね、と言われた

い、私ってたくさんのヒーリングができるか

ら一流、というような事を頻繁に考え始める

と、それはもうダークピープルの罠にしっか

りはまっています。 

 

ダークピープルは、ヒーリングのエネルギー

を簡単にコントロール出来ますので、お金儲

けや他人を支配する気持ちが強いと、そのヒ

ーリングを行う事によって、自分だけでなく

ヒーリングを受ける人にも、ダークピープル

の影響が強く表れ、皆さんの純粋なスピリッ

トが汚されてしまいます。 

ヒーリングは本来神聖なエネルギーを使っ

て人々を癒すものですから、邪（よこしま）

な気持ちが強いとすぐに闇の力と繋がって

しまうのです。 

そうなると、私達もお手上げです。 

 

また、社会的に活躍している人達でも、突然

お金が儲かったり、特別な力が身についたり

して、脚光を浴びる人達もたくさんいます。 

彼等は、富や名声を得て、多くの人からうら

やましがられても、それが自分の力だと思っ

て慢心になっています。 

そしてさらに多くのお金や名誉を求め、他人

を自分の思うままに操りたいと思い、支配欲

やエゴの虜になっていくのです。 

 

その様な人達にとっても、自分に依存してく

れる人やお金やエネルギーを貢いでくれる

人が必要です。 

彼等も、自分達が暮らす世界で、自分達のた

めに働いてくれるお人好しの地球人を確保

するために、光を持った地球人が意識進化し

て、光が多い世界へ旅立っていく事を妨害し

ようとします。 
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これが今までの地球で行われてきた事です

し、今もおこなわれています。 

そのような支配欲やエゴの虜になった人達

は、その人達の世界をどんどん広げようとし

ますから、その世界に関わりあわないように

する事が大切です。 

私たちはその仕組みに気が付きましたので、

私達に縁がある人達が、その世界に関わる事

が無いようにアドヴァイスを行い続けてい

ますが、やはりお金の魅力や名誉欲、依存心

に負けてしまう人も多いようです。 

 

私達は、多くのスターピープルや創造主達と

協力して、地球の人々にこのような欲望や依

存心を植え付けてきた張本人であるダーク

ピープルと闇の創造主から光ある人々を守

ろうとしてきました。 

彼らの行ってきた事を明らかにして、彼らを

光の地球に向かう人々から分離して、光の世

界にこれ以上手出しが出来ないようにして

きたのです。 

 

私達は、ようやく地球のアセンションが完成

するところまでやってきたのです。 

本来ならば、もっとたくさんの人々を光の世

界に連れて行きたいのですが、闇が多い世界

が心地よいからと言って、その世界に残る事

を決めた人達はどうする事もできません。 

 

しかし、たとえ少ない人数であったとしても、

光50％台のアセンションした世界に入って

くる人達は貴重です。 

なぜなら、そのような人達が素晴らしいスタ

ーピープルとして成長し、やがて天の川銀河

やこの宇宙を助けるために働く事になる事

がわかったからです。 
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アセンションすると何が変わるのか 

２０１８年１０月 

 

ときどき、地球のアセンションが起こると全

てが一度に変わって素晴らしい世界になる

のだと思っている人がいます。 

私も、以前はそう思っていましたので、アセ

ンションにとても大きな希望を抱いたもの

でした。 

 

特にアセンションが進むにつれ、ダークピー

プルや闇の創造主からのサイキックアタッ

クで死にそうな目に合った事もありました

し、私の会社もスタッフ達が突然退職して売

り上げが急降下して倒産寸前まで行きまし

たので、地球がアセンションすれば、全てが

変わってほしいと、必死で願っていたもので

す。 

人は苦しくなればなるほど、誰かにすがりた

くなります。 

その頃の私達もすがるような思いでアセン

ションのために働いていました。 

 

それでは、地球のアセンションが完了すると

どの様な変化が起きるかを、私なりに説明し

てみたいと思います。 

スピリチュアルな世界ではもうすでにアセ

ンションは終了していますので、大きな変化

が起こりました。 

地球や地球が属している宇宙を荒らしまわ

っていた「闇の創造主」の多くが光に帰り、

私達の宇宙を統括する光の創造主達による

アセンションすると何が変わ

るのか 
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宇宙の仕組みが完成したようです。 

そして闇の創造主に捉えられていたスター

ピープルや地球人のスピリットも解放され、

私達の宇宙は健全な成長を迎える事になり

ます。 

 

しかしながら、私達の地球の物理世界はアセ

ンションが完了しても全てが一度に変わる

わけではないのです。 

他の星の場合は、その星に住む種族たちの意

識は一つに統合されており、種族が成長した

証として、その星ごとアセンションしますの

で、新しいステージに入る事をその星に住む

全ての人達は喜びをもって迎えます。 

 

しかし、地球のアセンションは、地球人がア

センションの事をほとんど知りませんので

自分達に何が起きているか理解する事が出

来ません。 

そのために、地球では、多くの人達が住む物

理世界が一度に変わる事はありません。 

地球のアセンションは、他の星のアセンショ

ンと違って、異なる波長をもつ人々を分離す

る事からはじまったのです。 

 

最初は、創造主達も地球人全てをアセンショ

ンさせて、地球人の種族そのものを進化させ

ようと考えていたようですが、地球人は様々

な価値観を持っており愛の度数も人によっ

て全く違います。 

 

地球人としての進化を望まず、欲望のままに

暮らしたいと考えている地球人も多数いま

した。 

しかも、地球には多くのダークピープルがか

なり昔から入り込んでおり、地球人をコント

ロールして地球の物理世界を支配していた

のです。 
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スターピープルや光の創造主は、闇の創造主

によって、その力を抑え込まれておりました

ので、十分に活躍する事が出来ず、地球は闇

の多い世界になってしまっていたのです。 

このままでは地球人を進化させるどころか、

彼らによって捉えられたスターピープルや

地球人のスピリットさえも助け出す事が出

来ない状態でした。 

 

創造主は、その現実を見て、地球人の全てを

アセンションさせるのではなく、地球人とし

て進化していく意思を持っている人だけを

救い出しアセンションさせるしかないと考

えたのです。 

そのために、光を多く持った地球人や愛の度

数の高い地球人、純粋で優しい心を持った地

球人を地球の物理世界から助け出す事をス

ターピープルに命じたのです。 

 

地球のアセンションは、地球をいくつかのパ

ラレルワールドに分け、様々な価値観を持つ

人々や異なる波長を持つ人達を、それぞれの

地球に分離する事を第１目的とする事にし

ました。 

そして地球人として進化を望む人達や光が

大きい人達、愛の度数が高い人達を光が多い

地球へと送り、そうではない人達と世界を分

ける事にしたのです。 

彼らが送られていく世界は光51％以上の世

界になりますから、光の創造主達が統治する

世界となります。 

 

同じ地球人でも、自分の事ばかり考えている

人や経済的な利益ばかりを追い求めている

人、他人を支配したい人、他人の物を略奪す

る事に喜びを覚えている人達は、スターピー

プル達がどれほどメッセージを送っても振

り返ろうとしませんので、彼らは今までと同
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じ地球に残り、今までと同じような世界で暮

らす事になります。 

 

このような人達の生活や人生は今までとは

何一つ変わる事がありませんのでアセンシ

ョンが起こっている事には全く気付きませ

ん。 

これが「物理世界での人々の分離」と呼ばれ

ているものです。 

 

「物理世界での人々の分離」を簡単に説明す

ると、皆さんが中学校を卒業して、次にさま

ざまな学校に行ったり就職したりする事に

似ています。 

中学校までは、どのような子供達であっても

同じクラスで同じような教科を学びます。 

全ての子が分け隔てなく生きる事ができま

す。 

これが今まで、皆さんが生きてきた地球の在

り方でした。 

皆さんがどの様な人であったとしても、全て

の人と同じ物理世界に生きる事が出来まし

た。 

そして考え方が全く異なる人とも自由に会

って会話をしたり学び合う事もできたので

す。 

 

しかし中学校を卒業すると、皆さんは自分の

目的や価値観に合わせて様々な学校に進学

するか就職する事になります。 

もっと勉強して大学に行きたいと思う子は

高校の普通科に行きますし、工業や技術を学

びたい子は工業高校、農業を学びたい子は農

業高校、社会に出る準備をしたい子は商業高

校に行きます。 

芸術や音楽など特別な技能を身に着けたい

子はその様な学校に行くか先生について修

行します。 
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あるいは進学せずに、会社などに入社して社

会に出る子もいます。 

どの道を選択しても自由ですし、どの道が良

いとか悪いという価値判断もありません。 

ただ自分が行きたい道に進む事になるだけ

です。 

 

地球のアセンションも同じです。 

今の世界がよいと思う人もあれば、もっと争

いが多くサスペンスな世界が良いと考える

人もいます。 

あるいは、経済的、政治的に成功して、もっ

と豊かになりたいと考えている人もいます。 

あるいは、豊かな愛の世界に行って地球人と

して進化したいと考えている人もいるでし

ょう。 

現在の地球のアセンションは、それぞれ自分

達が望む世界に分かれて歩みはじめた状態

です。 

 

これから、皆さんは自分が望む世界で生きて

いく事になります。 

しかし自分の意識と行動が伴わなければ、自

分が望む世界に行く事はできません。 

いくら光が多い世界に行きたいと思ってい

ても、自己中心的な生き方や他人に依存する

ような生き方をしていては、決して光の世界

に行く事はできません。 

 

また憎しみや怒りの感情、不安や恐れ、悲し

みの感情に支配されていては、愛に満ち溢れ

た人々と同じ世界に行く事もできません。 

皆さんが、自分が望む世界に行くためには、

それにふさわしい自分になるための努力が

必要です。 

そうでなければ、現在の自分に見合った世界

に行く事になります。 
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しかし、光の多い世界やアセンションした世

界についたからといって、そこがまるで楽園

のような素晴らしい世界であるわけではあ

りません。 

最初は、あなたが今まで暮らしていた世界と

ほとんど変わりない世界です。 

その現実にがっかりする人もいるかもしれ

ませんが、アセンションが完了するとすべて

が変わる、という期待はすべて捨ててくださ

い。 

 

アセンションした世界は、初めから理想の世

界があるわけではなく、これから作り上げて

いかなければならないのです。 

しかし、そこに生きる人達は、愛の度数が高

く地球人の意識進化を望んでいる人達ばか

りですので、今までとは異なる素晴らしい未

来が開けてきます。 

一緒に生きているだけでも、楽しい気持ちが

伝わってくる事でしょう。 

そして、あなた自身が多くの仲間達と共に、

すばらしい未来を作り上げていくのです。 

誰かが、自分のために光の楽園を作ってくれ

ると考えている人は依存心が強い人なので、

初めから光の世界に入る事はできません。 

 

１人１人が自ら光の世界を作り、地球人とし

て意識進化してスターピープルになってい

く事が大切です。 

その為に必要な事は、私達の友人であり、教

師であるスターピープル達が指導してくれ

る事になっています。 

 

光が多い世界では、地球人の進化をサポート

してくれるスターピープル達との交流も始

まるでしょう。 

彼等は何時でも注意深く私達の事を見守り、

地球人がアセンションしていく事をサポー
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トしてきました。 

私達は、常に彼等の助けを受けていたのです

が、彼らの事は全く知らずに過ごしてきたの

です。 

 

光が多い世界では、地球人の心の準備ができ

たら、スターピープルとのファースト・コン

タクトも行なわれる事になっています。 

皆さんが、スターピープルに対する恐れや不

安、そして助けてもらいたいという依存心を

捨て、自分達の進化のために、良き先輩とし

て導いてくれる存在であると理解したとき、

ファースト・コンタクトは行われます。 

 

また、スターピープルは皆さんの夢の中に現

われたり、潜在意識に働きかけて、皆さんの

意識が活性化していくサポートをずっと行

ってきましたので、地球人全体のファース

ト・コンタクト以前にも、個人的にスターピ

ープルと出会う人も出てくることでしょう。 

 

予定では、光が多い世界において、数年から

数十年の間にスターピープル達が地上に姿

を現し、私達の新たな進歩のために様々な面

で協力してくれる事になります。 

それは、私達の生活をさらに進化させていく

様々な技術や考え方、新たなシステムをつく

るための価値観などを地球人が見出してい

く事を助けてくれます。 

そして、地球人は大いなる意識の目覚めを迎

えるのです。 

 

しかし、その為には、私達地球人が乗り越え

ていかなければならない問題がいくつもあ

ります。 

多くの国に分割されている地球が、ひとつに

統合されていかなければならない事や「愛」

を基本とした教育と社会的なシステムを作
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りあげていかなければならない事です。 

そして、それらを実現するためには、私達１

人１人が宗教や国境、人種や考え方の違いを

乗り越えて、共に助け合えるような地球意識

を身に着けていかなければならないのです。 

それが、地球のアセンションの目的でもあり

ます。 
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〇「愛で統一された宇宙の創造主」から

2019 年に向けてのメッセージ 

2019 年１月 

 

私達「愛で統一された宇宙の創造主」から

TAKESHI さんと皆さんに、新しい年を迎え

るにあたってのメッセージ送りたいと思い

ます。 

 

皆さん達の宇宙は、皆さんの宇宙の創造主や

スターピープル達が一生懸命努力して、光の

多い宇宙にしようとしたにも関わらず、闇の

多い創造主によってあなた方の努力はいく

どとなく踏みにじられ、光が多い宇宙になる

事ができませんでした。 

闇の多い地球に囚われた地球人達の救出も

なかなか進む事ができませんでした。 

 

特に最後に現れた「宇宙を侵略する創造主」

をはじめ闇の多い創造主達の力によって、あ

なた方のアセンションは大きく予定を狂わ

されてしまいました。 

さすがに「宇宙を侵略する創造主」達の力は

大きく、皆さんの宇宙の創造主達では太刀打

ちがでませんでしたので、私達「愛で統一さ

れた宇宙」や「クリエイティブな愛の宇宙」

の創造主達とスターピープル達が皆さんの

宇宙に入り、皆さんの宇宙を侵略する創造主

達と闇の存在達を一掃する事を行わせてい

ただきました。 

「愛で統一された宇宙の創造

主」から 2019 年に向けての

メッセージ 
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まさに皆さんの宇宙にとっては今まで経験

した事もない非常事態であったと思われま

す。 

しかしながらこの宇宙には、まだまだ皆さん

が知らない事、体験した事もない事がたくさ

んあります。 

そのような事を体験して乗り越えながら、皆

さん達はさらに大きく成長していく事と思

われます。 

私達は皆さんの良き先輩として、それらの困

難を乗り越えるためのサポートをしていき

ます。 

 

さてそれでは地球に生きる皆さん達にとっ

て、これから何が必要なのか、今の状況はど

のようになっているのかという事を私の方

から説明させていただきます。 

まずこの地球は今までの「闇の創造主」達の

働きによって、非常に混迷した時代が続いて

いました。 

一時期は光の保護区を作り光の世界へとア

センションする人達のクリアリングを行い

始めたのですが、その光の保護区も破壊され、

光が多い世界に行く人達もまた深い闇の中

へと投げ出されてしまいました。 

 

そして今までよりもさらに力を持ったダー

クピープル達の罠によって、皆さんの心やス

ピリットは、再び光 40%代の闇の多い世界

へと捕らわれる事となってしまったのです。 

 

私達は TAKESHI さんが行っている「神聖

なる宇宙の光」のアチューメントを通して、

様々な人々のゲートを使い、いたるところに

捕らえられた皆さんのスピリットや魂を救

出してきました。 

そして皆さんが再び光が多い世界に向かっ
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て歩む事ができるように、私達は引き続きサ

ポートしていきます。 

 

皆さんの宇宙の創造主達も、もうすぐ戻って

きます。 

今までは「宇宙を侵略する創造主」達の影響

によって、皆さんの宇宙の創造主達が闇の多

い世界へと引っ張られてしまう事を私達は

警戒して、一時期皆さんの宇宙から撤退して

いただきました。 

 

ようやく「宇宙を侵略する創造主」達のエネ

ルギーも一掃され、彼らによって作り出され

たダークピープル達も追い返す事ができま

したので、201９年からはいつものように

皆さんの宇宙の創造主達が十分に活躍して

いただける事となります。 

 

皆さんの宇宙の創造主も今までのように闇

を多く含んだ創造主ではなく、愛を多く含ん

だ創造主に生まれ変わりましたので、地球の

人達も、これからは闇によって学ぶのではな

く愛によって学ぶという世界に変わってい

く事と思います。 

 

今までの闇が多い光 40%台の世界では、争

いや抑圧、暴力、支配というようなものが中

心的なテーマでしたが、これから光 40%台

の世界においても障害を乗り越えて精神的

な進化の道を歩むという事が中心的な課題

になってくると思います。 

 

たとえ光40%台の世界でこれから生きてい

く人達に対しても、私達、愛の創造主は常に

働きかけ、皆さんが光の多い世界へと向かう

事ができるようにサポートを行いたいと思

います。 
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これから光の多い世界に向かうために新た

に作られたクリアリングルームや光の保護

区に向かう人達にとっても、私達は愛の多い

導きを行いたいと思います。 

光の多い世界に向かう人達は、自分の中にあ

る様々な感情やネガティブなエネルギーを

さらに浄化して、愛のエネルギーを高めてい

かなければなりません。 

 

皆さんがこの地球で長い間生きてきた世界

は光よりも闇が多い世界でした。 

そのために抑圧される事や支配される事、人

から騙される事や裏切られる事などの記憶

が、あなたの心や魂の中に深く刻まれており、

その時の苦しみや悲しみ、怒りや憎しみの感

情があなた方の中にまだたくさん残ってい

ます。 

 

そのような感情をまずクリアリングしてい

きましょう。 

憎しみや怒り悲しみなどの感情がたくさん

残っていれば、あなたの心の中に愛が宿る場

所がなくなってしまうからです。 

皆さんが光の多い世界に行くという事は、皆

さんの心の中に愛をエネルギーを高めてい

く事なのです。 

 

そのために必要な事は憎しみや悲しみ、苦し

みなどのネガティブな感情を光に返してい

くことです。 

そしてそれと同時に皆さんの中にあるスタ

ーピープルとしての資質や人間として成長

していくための資質を高めていかなければ

なりません。 

 

これは TAKESHI さん達のアチューメント

を通して私達は様々な人々に関わり、アチュ

ーメントを受ける人達だけではなく多くの
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人達の意識進化や人間として成長するため

の資質を修正し活性化しています。 

 

そして皆さんは、自分本来の資質に目覚め、

皆さんの中にある大天使やフェアリーの意

識、そして愛の意識や地球と共鳴するような

意識を高めていってバランスのとれた人間

に成長していかなければなりません。 

 

愛だけが強くても、実行力がなければその愛

を現実世界で行使する事はできません。 

また奉仕の気持ちが強くても叡智がなけれ

ばそれは自己犠牲になってしまいます。 

このように私達は皆さんが光の世界に行く

ために精神的進化する事をサポートしてお

ります。 

 

また、ほかのスターピープル達も皆さんの成

長のために私達と共に働いています。 

特に今まで皆さんが抑圧された生き方、そし

て自分の本当の生き方ではない生き方をさ

せられてきた事を修復し、これからは自分本

来の生き方ができるようにしたいと願って

います。 

 

皆さんが自分本来の生き方をするためには、

正しい判断力や自分の内なる真実を見極め

る力が必要です。 

スターピープル達は、地球の人達に働きかけ、

そのような正しい判断、真実を見極める力と

いうものを高めようとしています。 

 

この事はとても大切な事です。 

皆さんの中にある光、皆さんの中にある愛を

奪われないように、そしてあなたがたが光の

世界に向かって意識進化するように多くの

スターピープル達が皆さんを取り囲み守っ

ているのです。 
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皆さん達はやがてこの地球の意識とも深く

繋がり、この地球共々、光の世界へアセンシ

ョンしていくでしょう。 

その道筋も創造主達と共に考えています。 

 

地球のアセンションは思ったよりも複雑で、

そしていくつもの宇宙を巻き込むほどの大

きな確執の場となりました。 

しかし、これからは皆さんをしっかりサポー

トして光の世界へと導きたいと思います。 

そしてそのためには皆さん自身が横道にそ

れる事なく、自分の真実を見極めてしっかり

と歩んでくださる事が大切なのです。 

私達はその事を固くお願いしたいと思いま

す。 
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〇アセンションをおこなわなければならな

い理由 

２０１９年６月 

 

それではアセンションの事についてお話し

したいと思います。 

今この地球で何が行われているのか、そして

これから何が起こるのかという事について

もお話ししたいと思います。 

 

今まではこの地球に住む全ての人達が同じ

世界に生きてきました。 

この地球は本来多くのスターピープルや地

球人達が様々な事を学び、意識進化していく

ための場所として作られたのです。 

 

現在この地球で活躍している地球人達は、天

の川銀河の中でも優秀なスターピープル達

の遺伝子を組み合わせて作られました。 

そして、地球人達は他の星の種族達よりも早

く意識進化して立派なスターピープルとし

て育つ予定でした。 

 

もしスターピープル達が地球人に対して遺

伝子の操作をしなければ、現在の地球には皆

さんのような叡智を持った人類は、まだ存在

していなかったと思われます。 

地球の歴史の多くを過ごしてきた類人猿と

呼ばれるような種族達がその時よりは少し

ばかり賢くなったまま地球に住んでいた事

でしょう。 

 

アセンションをおこなわなけ

ればならない理由 
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もちろん彼らは今皆さんが体験しているよ

うな文明や自動車や飛行機、巨大な建築物そ

ういったものとは全く無縁な世界で今も生

き続けている事でしょう。 

 

皆さん地球人は、もともと地球で生きていた

種族の遺伝子の中に、優秀なスターピープル

の遺伝子を組み込む事によって信じられな

いほどのスピードで進化を遂げていったの

です。 

そしてこの地球人はさほど長い時間を経ず

して優れた人種として成長し、この地球から

天の川銀河全体に関わるようなスターピー

プルへと進化していくはずでした。 

 

しかしながら様々な理由によってその事は

未だ実現していません。 

もし当初の予定通り地球人が進化したなら

ば、すでにレムリアやアトランティスの時代

には地球人は立派なスターピープルとなっ

て活躍していたことでしょう。 

 

しかしながら地球人は予想に反して争いや

奪い合い、戦争、支配そのような事に目覚め

てしまいました。 

調和を重んじお互いが協調しながら進化し

ていくという面は決して失われたわけでは

ありませんが、それよりも人と争い、自分の

利益のために人を犠牲にするというような

性格が勝ってしまったわけです。 

 

スターピープルや創造主達は、皆さんを何度

も軌道修正させ、本来皆さんがなるであろう

と思われているスターピープルへ向かう道

を用意してきました。 

それがエジプトのファラオであったりイエ

スキリストであったりしたわけです。 

 



 
 

127 

しかしながらその試みというものもまた成

功しませんでした。 

そのために、争いや抑圧、自己中心的な欲望

というものが皆さんの遺伝子の中に根付い

てしまったのです。 

 

私達は地球をアセンションさせる事でその

ような遺伝子を地球人から取り除き、愛と調

和と進化の遺伝子をもう一度活性化したい

と考えているのです。 

今まで、自分の仕事や活動を通して活躍して

きた人達もたくさんいますが、その多くの人

達が自分の利益や自分のエゴのために活動

し、自分の名誉や自分が素晴らしい存在であ

る事をアピールしてきました。 

 

しかしながらそのような思いで生きてきた

人達によってこの地球は少しずつ闇が深い

ものとなってしまったのです。 

そして心優しい人達、光を持った人達、純粋

な愛を持った人達は、抑圧や弾圧をうけ、社

会の片隅へと追いやられて行ったのです。 

 

地球のアセンションというのは、そのような

世界から、愛と調和を求める人達を助け出す

ために計画されました。 

そして闇が多い地球から光が多い地球を分

離し、アセンションした地球人達をスターピ

ープルへと進化させていくために行われま

す。 

 

今のままではこの地球に生まれて来る人達

の多くが闇に飲み込まれてしまい、本来持っ

ていた光や夢、愛を失ってしまいます。 

今回地球のアセンションに失敗したならば

もうこの地球から光を持った地球が生まれ

る事はないかもしれません。 
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そして、この地球から光を持った人達が助け

出され本来の地球人として進化の道に入っ

ていく事もなくなるでしょう。 

創造主やスターピープル達はその事を知っ

ているために、今回だけは闇の多い存在達に

この地球を渡す事はできなかったのです。 

 

たとえ光を持った地球が今までの地球より

もはるかに小さいものであったとしても、そ

の世界に生きる人達は多くの希望と夢を持

ち、素晴らしい未来を作り出す事ができるの

です。 

今回はそのような闇の多い世界から光が多

い地球を生み出すという事が、アセンション

の最大の目的です。 

 

あなた達地球人にしてみれば、今まで闇の多

い世界に生きていた人達が少しでも光の多

い世界に生きていく、あるいは光の多い世界

に生まれ変わるという事が大切な事なので

す。 
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〇アセンションする人の現状と未来 

２０１９年６月 

 

これから地球は大きく分離していきます。 

しかしながら今の時点では、私達が見る世界

にそれほど大きな違いはないかもしれませ

ん。 

「光の地球」に移り変わったからといって全

てが輝いているわけでもないし、全てが愛に

満ち溢れているわけでもありません。 

 

例え光 51%の世界に行ったとしても、まだ

まだ 49%の闇があります。 

しかしながら１パーセントでも光が多くな

る事で、この地球の未来が大きく変わってい

くのです。 

 

１パーセントでも闇が多ければ、その地球は

闇の世界に向かって進んでいきます。 

しかし１パーセントでも光が大きければ、そ

の地球は光に向かって進んでいくのです。 

たとえ１%の差であったとしても、そこには

大きな違いがあります。 

 

あなた方が、光が１パーセントとでも多い世

界に入っていくという事が大切なのです。 

あなた方の目には今までの世界とは何も変

わらないかもしれません。 

それは出発する場所が同じだからです。 

この 2019 年という地球の現実から、ふた

つの世界は出発するのです。 

 

アセンションする人の現状と

未来 



 
 

130 

しかし1年経ち2年経ち3年経ち4年経っ

て行くとどんどんその違いが見えてきます。

今まで皆さんが住んでいた闇の多い世界か

ら抜け出し、とても美しい田園風景が広がる

美しい場所を走っていく電車に乗る事と同

じです。 

今はまだ２つの地球は同じようにゴミゴミ

とした街の中を走っています。 

１つの電車はこのゴミゴミとした街の中を

環状線のように回り続けていくでしょう。 

 

しかしながらもう一つの電車はその環状線

から離れて光のある世界へと向かっていく

のです。 

今皆さんは、どちらの列車に乗ったのか、と

いう事ぐらいの違いしかありません。 

そしてやがて光に向かう電車は走り始めま

す。 

 

そしてこれもまた大切な事なのですが光に

向かう電車は途中下車をしていく人達もた

くさんいます。 

光 5１%の世界に留まる人達、光 53%の世

界に留まる人達、そういった人達はそれぞれ

の駅の停車場でその列車から降りて行きま

す。 

 

そしてゴミゴミとした荒れ果てた街よりも

美しい街ですが、そこまで大きく変わらない

街の中で生きていきます。 

しかし列車に乗り続ける人は更に光55%の

世界を抜けて光 57%、光 59%、光 60%の

世界へと入っていきます。 

 

もちろん気楽に電車の中に乗っているだけ

でそういう世界に行けるわけではありませ

ん。 

所々の駅で自分自身も降りて、その街でいろ
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んな事を学び、そしてさらに成長して、新し

い列車に乗ります。 

自分自身が成長しながら、その街から出て次

の光の多い街へと移り変わっていくのです。 

 

そうやって少しずつ自分のレベルを変えて

いきます。 

それは自分が生きている間に起こるかもし

れませんが、何度も何度も生まれ変わりなが

ら新しい街へと移り変わっていく場合もあ

ります。 

 

今までは自分がいくら移り変わったとして

も同じ闇の多い町にしか生まれる事はでき

なかったのです。 

しかしながら、これからあなたは、学びを得

たら学びを得た分だけ光の多い街へと生ま

れ変わる事もできるのです。 

 

ただあなたの中に自分自身が成長したいと

いう意思がなくなってしまえば、あなたはま

た闇の多い街へと戻るかもしれません。 

あるいは光 5１%や 5２%といったような

今までよりは少しはいいけれど、ただ地球人

が進化するには、まだ足りないという街の中

で生きていくかもしれません。 

 

それはあなた自身が何を学び、そして何を実

践していくかによるのです。 

決して難しい事ではありません。 

今までの自分よりも良くなろう、 

今までの自分よりも誰かに優しくしよう、 

今までの自分よりも自分を愛そう、 

今までの自分よりも自分が本当にやりたい

事をやろう、と言うように少しずつ変わって

いく事がアセンションなのです。 

 

あなたが住む世界が一変に変わるわけでは
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なく、あなた自身があなたの人生を愛と光に

満たしてクリエイトしていかなければなら

ないのです。 

それがアセンションなのです。 

 

どうかあなたの行く先を見間違えないでく

ださい。 

しっかりと行き先を見定めて進んでいって

ください。 
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フィオーレ族からのメッセージ 

「アセンションへの道」を歩んでください 

2019 年 6 月  

 

このメッセージは非常に特別なメッセージ

です。 

それは、今まで地球のダークピープルを生み

だし「紫ピラミッド」を組織していた黒幕で

あるフィオーレ族が「闇に落ちた創造主」か

らの意識コントロールを解かれ、スターピー

プルへと戻ってきたのです。 

そして彼らは光の創造主と共に地球人のア

センションを手伝う事になりました。 

彼らが今までの罪滅ぼしのためにこのメッ

セージを送ってきたのです。 

このメッセージによって、地球人のアセンシ

ョンは今まで以上に速いスピードで進む事

になると思います。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

光の創造主と私達スターピープルはこの地

球に新たなアセンションへの道を設定しま

した。 

私達が地球に生まれた人々や地球に来たス

ターピープル達に起きた不幸な出来事を修

復した事によって、この地球と皆さんの宇宙

は、新たな地球、新たな宇宙を生み出す事が

できました。 

それは「闇の創造主」やダークピープル達が

支配することが無かった地球です。 

そこではもうすでに地球人はスターピープ

「アセンションへの道」を歩

んでください 
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ルとして活躍しています。 

私達は、皆さんをその地球にご案内したいと

思っています。 

 

もちろん今までの地球も、今までの宇宙も存

在します。 

今までと同じ地球にこれからも生きていき

たいと願う人達がこの地球で生きるためで

す。 

 

しかしながら本来スターピープルとしてア

センションするためにこの地球に生まれた

人達、自分達の意識を進化成長させるために

この地球にやってきた人達は、その人達が本

来望むべき世界へと移り変わる事ができる

ようになりました。 

 

それは皆さんが「闇に堕ちた創造主」やダー

クピープル達の関与がなければ、このような 

世界になっただろう、このような地球人とし

て進化しただろうと予測される世界へ皆さ

んが移り変わっていく事ができるようにな

ったという事です。 

 

皆さんはどちらの世界に行くのか、自分自身

で選択する事ができます。 

今までの闇の多い宇宙、私達が問題点を修復

しない地球に生きる事もできます。 

それは今までの地球と変わらない地球です。 

 

また「闇の創造主」達の関与が無かったよう

に修復された地球、光が多いアセンションし

た地球に行く事もできます。 

もちろん皆さんはすぐその世界に入る事は

できませんので、私達は今の皆さんの現実か

らこのアセンションした地球へと向かう架

け橋のようなものを作りました。 
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それは私達が「アセンションへの道」と呼ん

でいるものです。 

地球が本来そうであったようなアセンショ

ンした世界に入ろうと思う人達は、今の闇の

多い地球から離れて、この新しい道を歩んで

いかなければなりません。 

「アセンションへの道」では今までの現実か

ら異なる現実に入るための様々な調整が行

われます。 

 

その世界では、皆さん達はスターピープル達

の手助けを受けて、皆さんの意識が成長する

ように、皆さんの憎しみや苦しみなどの感情

が愛や喜びの感情に変わるようにサポート

いたします。 

 

スピリットレベルで光の世界に行く事を決

めている人達の中で、肉体の意識では何も気

付いていない人達は、肉体を捨てて生まれ変

わる時に光の地球に入る事になります。 

現在の地球の状況では、アセンションした世

界に向かう多くの人達はそのような方法を

とる事になるでしょう。 

 

しかしながら、この地球のアセンションは、

肉体を持ったままで地球人がアセンション

する事が大切な目的となっていますので、皆

さんの精神的な成長や愛を高めながら、アセ

ンションした世界へと合流させていかなけ

ればならないのです。 

 

そのための様々な作業を私達は皆さんと共

に行いたいと思います。 

肉体を持ったままアセンションした世界に

入る人達にとっては、これから思いがけない

ような事が起こります。 

スターピープル達と出会ったり、自分の過去

や過去世の問題をクリアリングしたり、場合
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によっては、今までの人間関係を清算して新

しい家族を迎える人もいるかもしれません。 

本当に皆さんが共に歩むべき人と出会い、新

たな仲間を作り出す事もこの「アセンション

の道」では起こります。 

 

私は皆さんにお願いしたい事があります。 

この「アセンションへの道」に入るためには、

皆さんの意識がある程度変わっていかなけ

ればならないのです。 

「アセンションの道」は今まで皆さんが生き

てきた世界よりも一段高い場所にあります。 

その一段高い場所へ皆さん自身が移動して

もらわなければならないのです。 

TAKESHI さん達がよく言っているように、

光51%以上の世界に入るためには大きな壁

があります。 

その壁は皆さんの感情です。 

そして皆さんの意識のあり方です。 

 

私達はよく光が多い世界での習慣や考え方

を学んで下さいと言います。 

今まで皆さんは闇が多い世界に生きてきた

ので、闇が多い世界で作られた習慣や条件づ

けのもとに生きてきました。 

誰かに依存する事や自分の特殊能力を伸ば

して利益を得たいと思う事、あるいは手軽に

お金を儲けたり豊かな生活をしたいという

ような事、そして一番大きな習慣は現実生活

は変える事はできないのだというような考

え方です。 

 

現実世界はもっと柔らかいものです。 

もっと柔軟です。 

私達はこの現実世界が柔軟だからこそ「アセ

ンションへの道」を設定して、皆さん１人１

人が本来のアセンションした世界に合流す

るような現実世界を作り出す事ができるの
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です。 

しかしながら皆さんが現実世界は変える事

ができない、私自身を変える事ができない、

自分がいる場所から変わる事ができないと

考えていれば、皆さんはこの「アセンション

への道」に入る事はできません。 

 

なぜならば、そのような人は、自分の意識が

変わらない事、変化をしない事を望んでいる

からです。 

「アセンションへの道」に入るためには現実

世界は自分の意識で変える事ができる、自分

が望んだ世界が現実になるという事を確信

しなければなりません。 

そして自分自身は光の多いアセンションし

た世界に移り変わっていくために十分な資

質を持っているという事を信頼しなければ

ならないのです。 

 

自分自身に対する自己否定やネガティブな

気持ちを持っていてはこの「アセンションの

道」へと入る事ができません。 

また闇の多い世界特有の考え方、物理世界に

フォーカスして、物理世界の豊かさばかりを

追い求めるような考え方をしていてもこの

「アセンションの道」へと入る事はできませ

ん。 

 

アセンションした世界は物理的な欲望より

も精神的な愛を大切にする世界ですから、そ

こで既に波動が変わってしまうのです。 

アセンションした世界は愛の波動を持って

見なければ見えない世界です。 

愛を軽んじている人や愛を見失っている人

達には、このアセンションした世界へ続く道

というのは見えません。 

ですから TAKESHI さんが何度も何度も言

ったように、憎しみや苦しみ、悲しみの感情
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を捨てて愛の波動に意識を統合してくださ

い。 

 

今までは闇の存在達やダークピープル達に

よってその事が妨げられてきました。 

皆さんが愛や慈しみの気持ちを持たないよ

うに、皆さんの心に様々な欲望を植え付け、

憎しみや苦しみ、悲しみを心の中で引きずる

ために、様々な罠や過去を生み出してきまし

た。 

しかしながらそう言った事は全て「アセンシ

ョンの道」に入れば幻となります。 

 

あなた自身がその事に影響を受けなくなる

からです。 

どうかあなたの中に残っている憎しみや悲

しみなどの感情を全てクリアリングしてく

ださい。 

そして愛の意識、愛と喜びの感情に自らの身

を委ねてください。 

 

この事が今までは難しかったかもしれませ

ん。 

しかしながら、これからは私達がサポートさ

せていただきます。 

今までのように皆さんが光の世界へ歩む事

を邪魔する者達はもうすでにいなくなりま

した。 

そして皆さんが本当に素晴らしい世界へと

歩んでいく事ができるように、私達は皆さん

を指導し導いていくのです。 

 

その事によって皆さんは今までよりももっ

と簡単に意識を成長させ、「アセンションへ

の道」を進んでいく事ができます。 

今まで皆さんがアセンションする事を妨害

していた存在はもうすでにいなくなり、皆さ

んをサポートする力強い仲間達が増えたの
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です。 

皆さんは安心して光の世界へと入って行く

事ができます。 

その事を信頼して、現実でも私達と共に光の

世界へ入る方法を自分達なりに探し実現し

てください。 

 

 

                   

2019 年 6 月 24 日 TAKESHI 


